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白色裏70％の
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▲デイサービスでは楽しいゲームもします

と
認
定
さ
れ
た
方
も
含
め
、
要
介
護
者

の
自
立
を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
の
推
進
に
当
た
り
、

次
の

3
つ
を
基
本
に
施
策
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

（
地
域
で
の
自
立
と
在
宅
生
活
を
支
援

し
ま
す

高
齢
者
が
住
み
な
れ
た

地
域
や
家
庭
で
生
活
が
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
各
地

域
に
配
置
し
、
専
門
ス
タ

ッ
フ
、
関
係
機
関
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
と
協
力
し
、

地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
確

立
を
目
指
し
ま
す
。

②
自
分
の
意
志
で
選
択
、

決
定
で
き
る
こ
と
を
保
障

し
ま
す

市
民
が
自
ら
必
要
と
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
選
択
し
や

す
く
す
る
た
め
、
き
め
細

か
な
情
報
提
供
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
良
質
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
安
定
的
な
供

給
を
確
保
す
る
た
め
、
新

規
事
業
者
を
増
や
し
、
平

成
15
年
秋
に
介
護
老
人
保

健
施
設
「
サ
ル
ビ
ア
」
で

ベ
ッ
ド
数
6
3
床

(20
床
は

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
用
）
の

増
、
さ
ら
に
、
平
成
16
年

春
に
は
ベ
ッ
ド
数
1
1
7
床
の

介
護
老
人
保
健
施
設
「
ア

●要介護認定者数の実績と見込み （各年度10月31日現在。平成15年度以降は見込み）

平
成
12
年
4
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
介
護
保
険
事
業
。

3
年
間
の
見

直
し
を
行
い
、
こ
の
4
月
か
ら
第
2
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
基
づ

＜
介
護
保
険
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
第
2
期
介
護
保

険
事
業
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険
係
）

●
計
画
策
定
の
趣
旨

4
月
か
ら
始
ま
っ
た
第
2
期
介
護
保

険
事
業
計
画
（
平
成
15
年
度
S
1
9
年
度

の
5
年
間
）
は
、
日
野
市
に
お
け
る
介

護
保
険
事
業
の
円
滑
な
実
施
を
目
的
に

策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
第
1
期
介
護

保
険
事
業
計
画
（
平
成
12
年
度

S
1
4年

度
）
の
実
績
と
評
価
を
踏
ま
え
実
施
す

る
も
の
で
す
。

ま
た
、

3
年
後
の
平
成
17
年
度
に
こ

の
事
業
計
画
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

●
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方

市
で
は
市
民
参
画
で
、
住
み
な
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
自
立
し
た
豊
か
な
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
、
要
介
護
認
定
で
「
非
該
当
」

日常生活の能力はあるが、入浴

などに一部介助が必要

立ち上がりや歩行が不安定。排

せつ、入浴など一部介助が必要
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l, 190 

745 

1,308 
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1,420 

立ち上がりや歩行など自力では

困難。排せつ、入浴などで一部

または全体の介助が必要

立ち上がりや歩行などが自力で

はできない。排せつ、入浴、衣服

の着脱などで全体の介助が必要

439 

404 
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408 
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464 
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560 

970 

616 

1,053 

669 

イ
リ
ス
」
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
2
カ
所
が

開
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。

③
予
防
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
充

実
さ
せ
ま
す

ひ

の

び

と

市
で
は
、
「
日
野
人
げ
ん
き
！
」
プ
ラ

ン
を
策
定
し
、
寝
た
き
り
ゼ
ロ
を
目
標

に
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。
市

民
、
事
業
者
と

一
体
と
な
っ
て
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
む
た
め
の
環
境
を
整
備

し
、
一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
を
総

合
的
に
推
進
し
ま
す
。

•
生
活
習
慣
病
健
診
や
高
齢
者
健
診
の

充
実

•
生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
や
改
善
の

啓
発

．
痴
ほ
う
介
護
教
室
等
を
開
催
し
、
痴

ほ
う
の
予
防

・
要
介
護
状
態
の
改
善
に
効
果
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
固
を
導
入

ーヽ／人位浬

876 

1,533 

l, 138 

723 

排せつ、入浴、衣服の着脱など

日常生活に全面的介助が必要
303 374 443 501 555 611 665 719 

意思の伝達が困難。生活全般に

ついて全面的介助が必要
262 352 385 424 469 516 560 605 

固
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
・
・
提

唱
者
で
あ
る
日
本
医
科
大
学
・
竹
内
教

授
の
造
語
で
、
老
化
に
伴
い
低
下
す
る

動
作
性
を
マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ

っ
て
回
復
さ
せ
て
、
日
常
の
行
動
を
活

発
に
し
、
さ
ら
に
活
動
的
な
生
活
を
作

り
出
す
行
動
変
容
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
。
介
護
予
防
、
要
介
護
の
軽
減
に

効
果
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

●
介
讀
サ
ー
ビ
ス
の
珊
状
と
見
込
み

介
護
保
険
事
業
が
始
ま
っ
て
か
ら
3

年
が
経
過
し
、
制
度
の
浸
透
な
ど
に
よ

り
要
介
護
認
定
者
数
（
左
表
参
照
）
は

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
平
成
15
年
度

に
は
、
要
介
護
認
定
者
数
は
約
3
千900

人
に
、
平
成
19
年
度
に
は
約
5
千600人

に
な
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

(
2
面
に
つ
づ
く
）

1. 
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●居宅サービス利用者数の実績と見込み
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゜平成12年度 13年 14年 15年 16年 17年 18年 19年

ま
た
、
要
介
護
認
定
者
数
の
増
加
に

よ
り
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
も
年
々
増
加

し
て
い
ま
す
が
、
特
に
在
宅
で
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数

（
左
表
参
照
）
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま

す。
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第
2
期
介
護
保
険
事
業
計
画
で
の
各

サ
ー
ビ
ス
量
は
、
平
成
15
年
ー
19
年
度

の
推
計
高
齢
者
人
口
や
平
成
13
年
度
の

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
状
況
を
基
に

推
計
し
ま
し
た
。
ま
た
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
者
へ
の
調
査
と
介
護
サ
ー
ビ
ス

提
供
事
業
者
に
よ
る
供
給
量
調
査
を
行

い
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
量
の
見
込
み
に

反
映
し
ま
し
た
。

介
護
保
険
で
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

の
種
類
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
居
宅
サ
ー
ビ
ス

①
訪
問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ

ス
）
…
家
庭
に
訪
問
し
て
、
食
事
や
入

浴
、
排
せ
つ
の
介
助
や
炊
事
、
洗
濯
、

掃
除
な
ど
日
常
の
手
助
け
を
行
う
サ
ー

ビ
ス

②
訪
問
入
浴
介
護
・
・
・
寝
た
き
り
の
高
齢

者
な
ど
の
家
庭
を
移
動
入
浴
車
等
で
訪

問
し
て
、
入
浴
の
介
助
を
行
う
サ
ー
ビ

ス③
訪
問
看
護
…
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
の
看
護
師
・
保
健
師
な
ど
が
家

庭
を
訪
問
し
て
、
病
状
を
観
察
し
、
床

ず
れ
な
ど
の
手
当
て
を
行
う
サ
ー
ビ
ス

④
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
…
理
学

療
法
士
・
作
業
療
法
士
な
ど
が
家
庭
を

訪
問
し
て
、
日
常
生
活
の
自
立
を
助
け

る
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
サ
ー
ビ
ス

⑤
通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
…
日

帰
り
介
護
施
設
な
ど
に
通
い
、
食
事
・

入
浴
の
提
供
を
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
。
ま

た
、
日
常
生
活
動
作
訓
練
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
受
け
ら
れ
ま
す

⑥
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
…
医
療

施
設
・
介
護
老
人
保
健
施
設
な
ど
で
理

学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
に
よ
る
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
サ
ー
ビ
ス

⑦
福
祉
用
具
の
貸
与
…
特
殊
寝
台
、
特

殊
寝
台
付
属
品
、
車
い
す
、
じ
ょ
く
そ

う
予
防
用
具
（
エ
ア
ー
パ
ッ
ド
等
）
な

ど
の
用
具
を
借
り
る
サ
ー
ビ
ス

⑧
短
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
…

1
ー
2
週
間
の
短
期
間
、
施
設
に
入
所

し
な
が
ら
介
護
や
機
能
訓
練
な
ど
を
受

け
る
サ
ー
ビ
ス
。
日
常
生
活
上
の
介
護

を
受
け
る
「
生
活
介
護
」
と
、
医
療
上

の
ケ
ア
を
受
け
る
「
療
養
介
護
」
の

2

種
類

⑨
居
宅
療
養
管
理
指
導
…
医
師
、
歯
科

医
師
、
薬
剤
師
等
が
家
庭
を
訪
問
し

て
、
医
学
的
な
管
理
指
導
を
行
う
サ
ー

ビ
スそ

の
ほ
か
、
痴
ほ
う
対
応
型
共
同
生

活
介
護
、
特
定
施
設
入
所
者
生
活
介

護
、
福
祉
用
具
購
入
費
支
給
、
住
宅
改

修
費
の
支
給
、
居
宅
介
護
支
援
等
の
サ

ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

②
施
設
サ
ー
ビ
ス

①
介
護
老
人
福
祉
施
設
…
食
事
や
排
せ

つ
な
ど
常
時
介
護
が
必
要
で
、
自
宅
で

は
介
護
が
困
難
な
高
齢
者
が
入
所
。
食

事
、
入
浴
、
排
せ
つ
な
ど
日
常
生
活
の

介
護
、
機
能
訓
練
、
健
康
管
理
な
ど
が

受
け
ら
れ
ま
す

②
介
護
老
人
保
健
施
設
…
病
状
が
安
定

し
、
治
療
よ
り
は
看
護
や
介
護
に
重
点

を
置
い
た
ケ
ア
が
必
要
な
高
齢
者
が
入

所
。
医
学
管
理
下
で
の
介
護
、
機
能
訓

練
、
健
康
管
理
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す

③
介
護
療
養
型
医
療
施
設
・
・
・
急
性
期
の

治
療
が
終
わ
り
、
長
期
の
療
養
を
必
要

▲がんばって、それっ！

第
1
号
被
保
険
者

(65
歳
以
上
の
方
）

の
保
険
料
は
、
所
得
段
階
ご
と
に
定
め

ら
れ
た
割
合
を
乗
じ
て
、
算
出
さ
れ
ま

す
。
今
後
、
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者

の
増
加
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
増
加
が
予

想
さ
れ
、
充
実
し
た
介
護
保
険
事
業
を

行
う
た
め
、
平
成
15
年
度
か
ら
介
護
保

険
料
を
下
表
の
よ
う
に
改
定
し
ま
し

こ。t
 

●
地
域
ケ
ア
体
制
の
整
備

高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て
自
立
し

た
生
活
を
送
る
た
め
に
、
一
貰
し
た
ケ

ア
体
制
を
整
備
し
、
在
宅
生
活
を
支
援

す
る
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実

を
図
り
ま
す
。
専
門
ス
タ
ッ
フ
や
関
係

機
関
と
連
携
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
は

じ
め
と
す
る
市
民
の
参
画
と
協
力
を
得

な
が
ら
、
地
域
で
の
見
守
り
や
日
常
生

活
の
支
援
、
予
防
、
相
談
な
ど
、
地
域

ご
と
に
一
元
的
に
行
わ
れ
る
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
進
め
ま
す
。

●
介
護
保
険
の
円
滑
な
運
営

利
用
者
が
円
滑
に
適
切
な
サ
ー
ビ
ス

を
選
択
、
利
用
で
き
る
体
制
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

①
情
報
提
供
と
相
談
体
制
の
充
実

介
護
保
険
制
度
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
利

用
に
関
す
る
情
報
を
さ
ま
ざ
ま
な
方
法

で
わ
か
り
や
す
く
提
供
し
て
い
き
ま

す。
ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
の
情

報
が
入
手
で
き
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報

●
介
護
保
険
事
業
の
充
実
の
た
め

保
険
料
を
改
定
し
ま
す

シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

等
と
連
携
し
、
民
生
委
員
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
身
近
な
地
域
で
充
実
し
た
相

談
体
制
を
確
立
し
ま
す
。

②
サ
ー
ビ
ス
供
給
量
の
確
保

平
成
15
年
度
以
降
、
各
サ
ー
ビ
ス
の

供
給
量
の
不
足
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
、
良
質
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
確

保
す
る
た
め
に
、
事
業
者
に
対
し
て
介

護
老
人
保
健
施
設
の
ベ
ッ
ド
数
の
増
床

な
ど
を
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
新
規

事
業
者
の
参
入
を
促
進
し
ま
す
。

③
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上

利
用
者
が
安
心
し
て
良
質
な
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
評
価
シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
対
象
外
の
サ
ー
ビ

ス
も
取
り
込
ん
だ
利
用
者
が
必
要
と
す

る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）

の
作
成
の
た
め
、
研
修
等
を
拡
充
し
、

介
護
支
援
専
門
員
の
育
成
・
指
導
に
努

め
ま
す
。

な
お
、
東
京
都
国
保
連
合
会
か
ら
の

給
付
実
績
情
報
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
で
、

改
善
が
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者

に
は
改
善
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

④
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
と
の
連
携
・

支
援サ

ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
が
円
滑
な
サ

ー
ビ
ス
事
業
が
展
開
で
き
る
よ
う
、
情

報
提
供
等
や
情
報
交
換
を
行
う
な
ど
、

環
境
を
整
備
し
、
事
業
者
の
支
援
に
努

め
ま
す
。

さ
ら
に
、
介
護
支
援
専
門
員
・
訪
問

⑦
低
所
得
者
対
策

所
得
者
へ
の
利
用
者
負
担
の
軽
減
や

保
険
料
の
減
額
等
、
低
所
得
者
対
策
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

⑧
日
野
市
保
健
福
祉
計
画
の
連
携

介
護
保
険
事
業
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
と

日
野
市
保
健
福
祉
計
画
に
基
づ
く
サ
ー

ビ
ス
を
気
軽
に
利
用
で
き
、
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り

を
行
い
ま
す
。

①
世
代
間
の
交
流
や
ふ
れ
あ
い
の
多

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
促
進
②
高
齢 ▲すてきな笑顔がいっぱい

●
介
護
報
酬

4
月
か
ら
要
介
護
認
定
ソ
フ
ト

介
護
報
酬
が
変
わ
り
ま
し
た

●所得段階別保険料月額（第 1号被保険者

①
計
画
の
推
進
体
制

市
で
は
、
こ
の
計
画
を
推
進
す
る
た

め
、
関
係
各
課
の
連
携
を
図
り
、
情
報

交
換
や
ケ
ー
ス
の
検
討
を
行
う
な
ど
、

庁
内
の
体
制
強
化
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
市
民
を
は
じ
め
、
社
会
福
祉

――-ー-=-ー-―

●
要
介
護
認
定
ソ
フ
ト

要
介
護
の
認
定
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
に
よ
る
1
次
判
定
と
審
査
会
に
よ
る

2
次
判
定
の

2
段
階
で
判
定
さ
れ
ま
す

が、

4
月
か
ら
こ
の
1
次
判
定
ソ
フ
ト

が
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
改
定
に
よ
り
、
運
動
能
力
が
低

下
し
て
い
な
い
痴
ほ
う
性
高
齢
者
に
つ

い
て
は
、
要
介
護
度
の
重
度
へ
の
変
更

の
必
要
性
を
一
次
判
定
の
段
階
で
反
映

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、
適
正
で

円
滑
な
要
介
護
認
定
の
実
施
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
や
介
護
保
険

施
設
に
支
払
わ
れ
る
介
護
報
酬
は
、
在

宅
重
視
と
自
立
支
援
の
観
点
か
ら
、
主

に
次
の
よ
う
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

て
居
宅
サ
ー
ビ
ス

・
居
宅
介
護
支
援
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
）
…
要
介
護
度
に
関
係
な
く
同
じ
介

護
報
酬
に
。

4
種
類
以
上
の
居
宅
サ
ー

ビ
ス
が
あ
る
ケ
ア
プ
ラ
ン
（
居
宅
サ
ー

ビ
ス
計
画
）
を
作
成
し
た
場
合
、
介
護

報
酬
を
加
算

．
訪
問
介
護
…
身
体
介
護
と
家
事
援
助

が
混
在
し
た
複
合
型
を
廃
止
し
、
身
体

介
護
と
生
活
援
助
（
家
事
援
助
か
ら
名

称
変
更
）
の
2
類
型
に
。
通
院
等
の
た

め
の
乗
車
・
降
車
の
介
助
に
対
し
て
介

護
報
酬
を
新
設

．
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
…
病
院

や
診
療
所
だ
け
で
な
く
、
介
護
老
人
保

健
施
設
も
実
施
が
可
能

．
痴
呆
対
応
型
共
同
生
活
介
護
（
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
）
…
夜
間
の
介
護
体
制
を

確
保
し
た
場
合
、
介
護
報
酬
を
加
算

▼
施
設
サ
ー
ビ
ス

•
新
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
個
室

と
少
人
数
の
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で

生
活
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
備
え
た
施

設
）
…
介
護
報
酬
を
新
設

・
介
護
老
人
保
健
施
設
・
介
護
療
養
型

医
療
施
設
…
個
別
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
場
合
に
介
護
報
酬
を
加

算
。
ま
た
、
施
設
入
所
者
の
退
所
に
先

立
ち
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
に
必
要

な
情
報
を
提
供
す
る
等
の
連
携
に
つ
い

て
介
護
報
酬
を
新
設

▽
問
合
せ
先
11
高
齢
福
祉
課
介
護
保
険

係
・
在
宅
サ
ー
ビ
ス
係

●
「
第
2
期
日
野
市
介
護
保
険
事

業
計
画
」
の
推
進
に
向
け
て

※65歳以上の方）

1,500 

2,250 

3,000 

3,750 

と
す
る
高
齢
者
の
た
め
の
医
療
機
関
の

病
床
。
医
療
、
療
養
上
の
管
理
、
看
護

な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す

1,650 

2,475 

3,300 

4,125 

介
護
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

を
整
成
す
る
講
座
等
を
開
催

し
、
技
術
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
理
学
療
法
士
・
作
業
療

法
士
等
専
門
職
種
の
人
材
育
成

を
東
京
都
に
働
き
か
け
て
い
き

ま
す
。

⑤
利
用
者
の
保
護

要
介
護
認
定
等
の
調
査
は
新

様
式
で
の
調
査
票
で
実
施
し
、

介
護
認
定
審
査
会
に
お
い
て
公

平
な
審
査
・
判
定
が
さ
れ
る
よ

う
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
介
護

老
人
福
祉
施
設
へ
の
入
所
に
つ

い
て
は
、
入
所
指
針
を
明
確
化

し
、
必
要
性
が
高
い
と
認
め
ら

れ
る
方
を
優
先
的
に
人
所
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
判
断
能
力
の
不

充
分
な
高
齢
者
の
権
利
を
守
る
た
め
、

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
や
成
年
後
見

制
度
を
活
用
し
ま
す
。
な
お
、
利
用
者

な
ど
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
、
個
人
情
報
保
護
条
例
の
趣
旨
を
遵

守
し
、
慎
重
に
対
応
し
ま
す
。

⑥
保
険
財
政
の
円
滑
な
運
営

介
護
保
険
制
度
に
対
す
る
認
識
や
理

解
を
高
め
、
保
険
料
の
滞
納
等
で
介
護

保
険
事
業
の
円
滑
な
運
営
が
妨
げ
ら
れ

な
い
よ
う
努
め
ま
す
。

4,950 

者
が
安
心
し
て
外
出
で
き
る
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
③
生
涯
学
習
や
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
に
よ
る
健
康
づ
く
り
の
普

及
・
促
進
④
介
護
予
防
施
策
（
健
康
診

断
な
ど
と
連
携
し
た
健
康
教
室
や
パ
ワ

ー
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
等
）
の
充
実

な
ど
、
保
健
福
祉
計
画
に
お
け
る
各
種

施
策
と
の
連
携
に
よ
っ
て
だ
れ
も
が
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
、
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

． 

「第
2
期
日
野
市
介
護
保
険
事
業
計

画
」
の
詳
細
は
、
各
図
書
館
で
閲
覧
で

き
ま
す
。

協
議
会
や
民
生
委
員
協
議
会
等
の
各
種

e

団
体
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
事
業
者
と
の
さ
ら
な
る
連
携

を
図
り
ま
す
。

②
計
画
の
進
行
管
理

こ
の
計
画
に
基
づ
く
各
事
業
の
目
標

達
成
状
況
や
評
価
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
の

状
況
な
ど
を
広
報
等
で
公
表
し
て
い
き

ま
す
。

③
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
実
態
調
査
の
実

施
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
を
把
握

す
る
た
め
、
利
用
実
態
調
査
を
定
期
的

に
実
施
し
、
今
後
の
介
護
保
険
事
業
計

画
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
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こ
い
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26
日
か
ら
申
込
案
内
を
配
布

＇
丑
一
喜
羞
髯

贋

璽

讚

＾

念
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土
地
区
画
整
理
事
業
地
区
内
の
保
留

地
・
日
野
市
土
地
開
発
公
社
用
地
を
抽

選
に
よ
り
公
売
し
ま
す
。
緑
と
水
に
親

し
め
る
地
区
、
駅
に
近
く
生
活
施
設
が

充
実
し
た
地
区
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

申
込
案
内
は
、

4
月
2
6
日
国
ー
5
月

19
日
国
に
市
役
所
で
配
布
し
ま
す
。
現

地
を
一
度
ご
覧
に
な
り
、
ご
希
望
の
場

所
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
公
売
説
明
会
・
マ
イ
ホ
ー
ム

資
金
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
案
内
配
布
場
所
11
市
役
所
3
階
区
画

整
理
第
1
課
※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

も
配
布

空
保
留
地
の
位
置
・
面
積
・
価
格
11
地

図
・
別
表
参
照

▽
申
込
資
格
11
代
金
の
支
払
い
能
力
が

あ
る
個
人

▽
申
込
み
1
1
5
月
9
日
函
ー
19
日
固
午

前
9
時
S
午
後
4
時
に
区
画
整
理
第
1

課
へ
※
土
曜
・
日
曜
日
も
受
け
付
け

▽
抽
選
日
時
・
会
場
1
1
5
月
21
日
困
午

前
1
0
時
か
ら
市
役
所
1
階
101
会
議
室
で

▽
注
意
11
①
申
し
込
み
は
1
人
1
区
画

1
通
ま
で
②
同

一
世
帯
を
構
成
し
て
い

る
方
は
1
人
と
判
定
（
今
年
5
月
1
日

以
降
の
世
帯
分
離
は
、
分
離
前
の
世
帯

と
同
一
世
帯
と
し
ま
す
）

※
抽
選
の
翌
日
以
降
、
申
し
込
み
の
な

か
っ
た
区
画
と
契
約
辞
退
等
の
あ
っ
た

区
画
は
随
時
契
約
が
で
き
ま
す

▽
問
合
せ
先
11
区
画
整
理
第
1
課

東
光
寺
上
第
1
土
地
区
画
整
理
事
業

（
組
合
施
行
）
区
域
内
の
保
留
地
を
、

抽
選
に
よ
り
公
売
し
ま
す
。
詳
細
は
、

申
し
込
み
案
内
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
み
1
1
4
月
1
6
日
困
S
2
2
日
因
に

東
光
寺
上
第
1
土
地
区
画
整
理
組
合
事

務
所
で

▽
問
合
せ
先
11
同
組
合
事
務
所
(ff585.

6
6
0
2
)
／
市
区
画
整
理
第
1
課

▽
案
内
配
布
場
所
11
市
役
所
4
階
管
財

課
内
日
野
市
土
地
開
発
公
社
※
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
は
市
役
所
3
階
区
画
整

理
第
1
課
で
配
布

▽
公
社
用
地
の
位
置
・
面
積
・
価
格
II

地
図
・
別
表
参
照

▽
申
込
資
格
11
代
金
の
支
払
い
能
力
が

あ
る
個
人

▽
申
込
み
1
1
5
月
9
日
画
ー
19
日
固
午

前
9
時
S
午
後
4
時
に
土
地
開
発
公
社

事
務
局
へ
※
土
曜
・
日
曜
日
は
市
役
所

3
階
区
画
整
理
第
1
課
で
受
け
付
け

▽
抽
選
日
時
・
会
場
1
1
5
月
21
日
困
午

前
11
時
か
ら
市
役
所
1
階
101
会
議
室
で

▽
注
意
11
①
申
し
込
み
は
1
人
1
区
画

1
通
ま
で
②
同
一
世
帯
を
構
成
し
て
い

る
方
は
1
人
と
判
定
（
今
年
5
月
1
日

以
降
の
世
帯
分
離
は
、
分
離
前
の
世
帯

と
同
一
世
帯
と
し
ま
す
）

※
抽
選
の
翌
日
以
降
、
申
し
込
み
の
な

か
っ
た
区
画
と
契
約
辞
退
等
の
あ
っ
た

区
画
は
随
時
契
約
が
で
き
ま
す

▽
問
合
せ
先
11

日
野
市
土
地
開
発
公
社

事
務
局
（
管
財
課
内
）

▽
日
時
1
1
4
月
2
9
日
閲
・

5
月
3
日
閲

午
前
1
0
時
S
午
後
4
時

▽
会
場
11
市
役
所
3
階
301
会
議
室
※
直

接
会
場
へ

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
(http:

w. 

h
i
n
o
c
a
t
v
.
n
e
.
j
p＼
ー

h
i
n
o
,
K
¥
）
で
詳
し

い
情
報
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

万
願
寺
・
万
願
寺
第
ニ
・

豊
田
南
・
東
町
地
区

公
売
説
明
会
書
マ
イ

資
金
相
談
会
を
実
施

▼万願寺地区 保留地・公社分譲地 ▼東町・万願寺第二地区 保留地

． ．．．．  立IC
モノレー）

中央自

▼東光寺上第 1地区 保留地 ▼南平地区 公社分譲地

至
八
王
子
I
C

至
国
立
I
C

＼
 

区地
↑
 

▼豊田南地区保留地

王
閃ー＝—i亘亘亘りょ央線ー ・胃
i三戸一玉一」晨

▼栄町地区 公社分譲地

R 
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▽
問
合
せ
先
11
高
齢
福
祉
課
福
祉
係

■地
域
福
祉
活
動
を
行
う
団
体
に
助

成
金
を

日
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

市
内
で
地
域
福
祉
活
動
を
行
う
民
間

の
作
業
所
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
•
N
P
o
団
体
等
を
対
象
に
、
歳

末
た
す
け
あ
い
募
金
を
原
資
と
し
た

助
成
を
行
い
ま
す
。

▽
助
成
金
額
1
1
1
団
体
10
万
円
ま
で

※
対
象
と
な
る
活
動
な
ど
、
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
を
。
ま
た
、
既
に
当
会

■理
容
・
美
容
券
の
対
象
要
件
・
年

齢
が
変
更
に
な
り
ま
す

4
月
1
日
か
ら
「
一
般
券
」
に
は

所
得
要
件
を
導
入
し
、
介
護
保
険
料

第
1
段
階
と
第
2
段
階
の
方
を
対
象

と
し
ま
す
。
ま
た
、
「
寝
た
き
り
券
」

の
対
象
年
齢
が

65
歳
に
引
き
下
げ
ら

れ
ま
し
た
。
な
お
、
一
般
券
に
該
当

さ
れ
る
方
は
、
最
初
に
申
請
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、

す
で
に
申
請
書
を
お
送
り
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
該
当
と
な
っ
た
方

に
は
、

5
月
下
旬
こ
ろ
に
利
用
券
を

郵
送
す
る
予
定
で
す
。

ら

■4
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
の
医
療

分
の
税
率
が
変
わ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
は
、
被
保
険
者
か

ら
の
保
険
税
と
、
国
・
都
・
市
の
支

出
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、

高
齢
化
に
伴
う
医
療
給

付
費
の
増
加
や
老
人
医
療
費
拠
出
金

・
介
談
納
付
金
の
負
担
増
に
伴
い
、

国
民
健
康
保
険
事
業
の
財
政
は
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
市
の

一
般
会

計
か
ら
の
繰
り
入
れ
も
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
や
む
を
得
ず
、

4
月
か
ら
税
率
を
改
定
し
、
ご
負
担

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
も
効
率
的
な
運
営
と
、
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

な
お
、
介
護
分
の
改
正
は
あ
り
ま

せ
ん
。

烹
税
率
11
左
表
の
と
お
り

円

円

円

姻
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万

後
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＇ 

療

団
’'
5

ー

澤

釘
：
4

険`岬〗
〗劃
[9
芦
算
額

健

＇r{
二
得

~
5

産

等

笥

度

民

＇

国

如。

所

資

均

平

限

●

‘崎ぷ
※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
40
歳

以
上

65
歳
未
満
の
方
は
、
医
療
分
と

介
設
分
を
合
わ
せ
た
国
民
健
康
保
険

税
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま

た
、
納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
替
を

お
す
す
め
し
ま
す

孟
問
合
せ
先
11
保
険
年
金
課
保
険
税

係

e
 

の
教
育
費
に
困
っ
て
い
る
（
所
得
制

限
あ
り
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
）

▽
申
請
方
法
11
市
内
の
学
校
で
配
布

す
る
申
請
害
類
に
必
要
事
項
を
記
人

し
、
押
印
。
非
課
税
証
明
書
等
を
添

付
し
、

4
月
2
1
U
⑲
ま
で
に
市
役
所

5
階
学
務
諜
へ
※
4
月
1
9
日

3
も
受

け
付
け
。
指
定
日
以
降
に
申
請
し
た

方
へ
の
援
助
は
中
請
の
翌
月
か
ら

▽
問
合
せ
先
11
学
務
課

■平
山
小
・
乎
山
台
小
統
合
計
画
（
素

案
）
説
明
会

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
山
小
・

平
山
台
小
の
保
護
者

・
地
域
住
民
の

方
々
を
対
象
に
、
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

▽
日
時
・
会
場
1
1
4
月
22
日
因
午
後

7
時
30
分
か
ら
乎
山
小
体
育
館
、
4

月
24
日
困
午
後
7
時
30
分
か
ら
平
山

台
小
体
育
館
※
ど
ち
ら
の
会
場
に
も

来
場
い
た
だ
け
ま
す
。
上
履
き
の
ご

持
参
を
。
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
を

▽
問
合
せ
先
11
学
務
課
適
庄
規
模
担

当■日
野
市
都
市
計
画
審
議
会
を
傍
聴

し
ま
せ
ん
か

平
成
11
年
度
か
ら
多
く
の
市
民
の

参
画
を
得
て
、
市
民
と
行
政
と
の
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
ち
の

将
来
像
を
示
し
た
こ
の
プ
ラ
ン
が
審

議
さ
れ
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る

方
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

＞
日
時
1
1
4
月
23
日
困
午
前
10
時
か

ら叉
云
場
11
市
役
所
6
階
全
員
協
議
会

室▽
付
議
予
定
案
件
11
日
野
市
ま
ち
づ

く
り
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

▽
定
員
11
先
着
10
人

▽
申
込
み
II
当
日
午
前
9
時
30
分
＼

9
時
50
分
に
市
役
所
3
階
都
市
計
画

課
で
受
け
付
け

■ひ
と
り
親
家
庭
と
障
害
児
の
養
育

者
に
手
当
を
支
給
し
ま
す

ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は
お

早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
い
ず

れ
の
手
当
も
所
得
等
の
制
限
が
あ
り

ま
す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を
。

竺
育
成
手
当

ご
対
象
11
昭
和
60
年
4
月
2
日
以
降

生
ま
れ
の
児
童
を
蓑
育
し
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
父
・
母
ま
た
は

養
育
者
・
・
・
①
父
母
が
離
婚
②
父
ま
た

は
母
が
死
亡
③
父
ま
た
は
母
が
重
度

の
障
害
者
④
父
ま
た
は
母
が
1
年
以

上
生
死
不
明
⑤
父
・
認
知
の
父
ま
た

は
母
か
ら
遺
菜
さ
れ
て
い
る
（
仕
送

り
、
連
絡
な
ど
が

1
年
以
上
な
い
）

⑥
父
ま
た
は
図
が
1
年
以
上
拘
禁
さ

れ
て
い
る
⑦
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
出

生
（
認
知
さ
れ
て
い
て
も
、
認
知
の

父
に
扶
姜
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
受
給

可）予
支
給
額
11
申
請
の
翌
月
分
か
ら
児

童
1
人
に

つ
き
月
1
万
3
千
500
円

て
児
童
扶
養
手
当

マ
対
象
11
昭
和

60
年
4
月
2
日
以
降

生
ま
れ
（
一
定
の
障
害
が
あ
る
児
童

は
20
歳
未
満
）
の
児
童
を
登
育
し
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
母
ま
た

は
養
育
者
・
・
①
父
母
が
離
婚
②
父
が

死
亡
③
父
が
重
度
の
障
害
者
④
父
が

1
年
以
上
生
死
不
明
⑤
父
・
認
知
の

■学
校
給
食
調
理
員
の
臨
時
職
員
名

■義
務

教

育

の

教

育

費

の

一

部

を

援

簿

登

録

者

助
し
ま
す

▽
内
容
11
産
休
者
等
の
代
替
勤
務

学
用
品
費
・
給
食
費
・
修
学
旅
行

■入
札
制
度
を
改
め
ま
し
た

▽
対
象
11
市
内
在
住
者

費
な
ど
の

一
部
を
援
助
し
ま
す
。
前
市
で
は
公
共
工
事
に
対
す
る

一
層

▽

応

募

方

法

1
1
4
月
18
日
⑯
ま
で
に

年

に

引

き

続

き

援

助

を

希

望

す

る

方

の

信

頼

確

保

を

図

る

た

め

、

入

札

改

履

歴

書
（
写
真
添
付
）
を
市
役
所
5

も
、
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
革
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

階
学
務
課
へ
持
参

▽
対
象1
1
小
・
中
学
校
の
児
童
•
生
4
月
1

日
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で3

■
統
計
調
査
員

徒

を

蓑

育

し

、

次

の

い

ず

れ

か

に

該

千

万

円

以

上

の

工

事

か

ら

実

施

し

て

市

内

て

行

わ

れ

る

国

の

各

種

統

計

当

す

る

家

庭

…

①

生

活

保

設

受

給

中

い

た

工

事

希

望

型

指

名

競

争

入

札

を

調

査

の

調

査

員

を

募

集

し

ま

す

。

ま
た
は
昨
年
以
降
に
生
活
保
護
の
停
1
千
万
円
以
上
か
ら
実
施
し
、
入
札

■転
出
・
転
入
の
際
は
水
道
使
用
中
▽
応
募
資
格
1
1
2
0
歳
以
上
の
方
※
警

止

・

廃

止

を

受

け

た

②

咋

年

度

、

市

参

加

意

欲

の

あ

る

建

設

業

者

に

よ

る

止

・

開

始

の

連

絡

を

察

、

税

務

の

仕

事

に

従

事

し

て

い

る

．
都
民
税
が
非
課

税

③

児

童

扶

養

手

入

札

を

執

行

し

ま

す

。

市

内

転

居

や

他

市
町
村
へ
転
出
の
方
、
選
挙
に
直
接
関
係
し
て
い
る
方

当
受
給
中
④
経
済
的

理

由

で

子

ど

も

ま

た

、

予

定

価

格

の

事

前

公

表

を

際

は

、

引

っ

越

し

の

4
.
5
日

前

ま

は

除

く

か
ら
助
成
金
等
を
受
け
て
い
る
団
体
父
か
ら
遺
棄
さ
れ
て
い
る
（
仕
送
り
、
な
る
も
の
で
す
。
た
だ
し
、

1
歳

児

▽

申

込

み

1
1
5
月
15
日
困
ま
で
に
児
目
標
に
、
歯
科
医
師
に
よ
る
検
診
．

は

対

象

外

連

絡

な

ど

が

1
年

以

上

な

い

）

⑥

父

以

上

の

養

育

者

に

は

所

得

制

限

（

平

童

福

祉

課

保

育

係

へ

指

導

、

歯

科

衛

生

士

に

よ

る

口

の

中

▽
申
込
み
1
1
5
月
30
日

盆

ま

で

に

申

が

1
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
⑦
婚
成
13
年

中

の

所

得

に

よ

る

）

が

あ

り

の

手

入

れ

等

を

行

い

ま

す

。

請

書

（

日

野

市

社

会

福

祉

協

議

会

に

姻

に

よ

ら

な

い

で

出

生

（

認

知

さ

れ

ま

す

の

で

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

▽

日

時

1
1
5
月
2
6
日
向
午
後
1
時
2
0

あ
り
）
を
同
会
(
6
5
8
2
.
2
3
1
9
)
へ

て

い

て

も

、

認

知

の

父

に

扶

養

さ

れ

い

。
0
歳

児

の

養

育

者

、

ま

た

は

所

分

S

3
時
※
市
が
時
間
を
指
定
。
個

■福
祉
オ
ン
ブ
ズ
バ
ー
ソ
ン
の
苦
情
て
い
な
け
れ
ば
受

給

可

）

得

制

限

内

で

現

在

乳

幼

児

医

療

証

が

別

に

お

知

ら

せ

し

ま

す

。

検

診

時

間

・

相

談

日

▽

支

給

額

11
申
睛
の
翌
月
分
か
ら
児
な
い
方
は
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

は
40
分
程
度

ア
日
時
1
1
5
月
1
日
g
.
9
日

絢

・

童

1
人
の
場
合
…
月
1
万
円
S

4
万

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

11
①

印

鑑

②

▽

会

場

11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

15
日
g
.
2
3
日
細
午
前
9
時

1
正
午

2
千
370
円
※
児
童
数

・
所
得

に

応

じ

お

子

さ

ん

の

名

前

が

記

載

さ

れ

た

健

▽

対

象

1140
歳
以
上
の
市
民
（
総
義

※

事

前

に

連

絡

を

て

支

給

額

が

変

わ

り

ま

す

。

詳

細

は

康

保

険

証

③

平

成

14
年
1
月
1
日

現

歯

で

な

い

方

）

叉
云
場
11
市
役
所
2
階

福

祉

オ

ン

プ

問

い

合

わ

せ

を

在

の

住

所

地

で

発

行

さ

れ

る

平

成

14

▽
定
貝
1140
人

ズ
パ

ー
ソ
ン
室

▼
障
害
手
当

年

度

課

税

（

所

得

）

証

明

苔

▽

申

込

み

1
1
4
月
30
日
困
（
消
印
有

＞
問
合
せ
先
11
生
活
福
祉
課
福
祉
オ
マ
対
象
11
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
▽
問
合
せ
先
11
児

童

福

祉

課

児

童

係

効

）

ま

で

に

往

復

ハ

ガ

キ

で

。

往

信

用

ン

プ

ズ

パ

ー

ソ

ン

担

当

る

2
0
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い

■児
童
手
当
の
受
給
者
は
、
転
入
・

衷
面
に
、
検
診
日
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

っ

る
方
・
・
・
①
愛
の
手
帳
1
1
3
度

程

度

転

出

時

に

手

続

き

を

り

が

な

）

、

生

年

月

日

、

電

話

番

号

を

②
身
体
障
害
者
手
帳
1
i
2
級

程

度

児

童
手
当
は
市
町

村

ご

と

に

支

給

記

入

し

、

〒

1
9
1
|
0
0
1
1
日
野
本

③
脳
性
小

児

ま

ひ

、

進

行

性

筋

萎

縮

さ

れ

ま

す

。

転

人

・

転

出

の

際

は

、

忘

町

1

の

6
の
2
生
活

・
保
健
セ
ン
タ

症

れ

ず

に

手

続

き

を

し

て

く

だ

さ

い

。

ー
内
日
野
市
役
所
健
康
課
歯
科
予
防

＞
支
給
額
11
申
請
の
翌
月
分
か
ら
1

手

続

き

を

し

な

い

と

、

受

給

で

き

な

教

室

係

(
6
5
8
1
.
4
1
1
1
)

へ

人
に
つ
き
月
1
万
5
千
500
円

※

障

害

く

な

り

ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

児
が
一
定
の
福
祉
施
股
に
入
所
し
て
▽
問
合
せ
先
11
児
童
福
祉
課
児
童
係

い
る
場
合
は
受
給
不
可

■保
育
園
の
受
け
入
れ
人
数
を
増
員

ご
罰
児
童
扶
養
手
当

S
6
月
1
日
入
園
希
望
分

▽
対
象
11
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
次
の
保
育
園
で
は
、

6
月
1
日
か

る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
ら
の
入
園
希
望
分
の
受
け
入
れ
可
能

る
方
…
①
愛
の
手
帳
1
i
3
度
程
度
人
数
を
増
や
す
予
定
で
す
。

②
身
体
障
害
者
手
帳
1
S
3
級

ま

た

＞

保

育

園

名

・
対
象
・
人
数
11
日
野

は
4
級
（
下
肢
の
一
部
）
程
度
③
早
わ
か
ば
保
育
園
：
．

0
歳
児
2
人
、
至

期
幼
年
自
閉
症
、
統
合
失
調
症
、
そ
誠
第
二
保
育
園
…

1
歳
児
3
人
、
2

う
う
つ
病
、
て
ん
か
ん
、
頭
部
外
伽
歳
児
2
人、

3
歳
児
2
人
、
子
育
て

後
遺
症
、
将
・
肝
臓
疾
患
、
心
臓
機
支
援
ひ
よ
こ
ハ
ウ
ス
・
・
・

0
歳

児

1

能
障
害
｀
血
液
疾
患
、
呼
吸
機
能
障
人
、

1
歳
児
1
人、

2
歳
児
1
人、

害
等
で
一
定
程
度
の
障
害
を
持
っ
て

3
歳
児
3
人

い
る
※
障
害
児
が
障
害
に
よ
る
公
的

年
金
を
受
け
て
い
る
場
合
や
、

一
定

の
福
祉
施
設
に
入
所
し
て
い
る
場
合

は
受
給
不
可

▽
支
給
額
11
申
請
の
翌
月
分
か
ら
重

度
の
場
合
：•1
人
に
つ
き
月
5

万
1

千
550
円
／
中
度
の
場
合
…
1
人
に
つ

き
月
3
万
4
千
330
円

以
上
、
い
ず
れ
も
▽
問
合
せ
先
II

児
童
福
祉
課
児
童
係

■ご
存
じ
で
す
か
？
乳
児
医
療
証

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
は
、
小

学
校
入
学
前
の
乳
幼
児
を
対
象
に
、

保
険
診
療
の
自
己
負
担
分
（
入
院
時

の
食
事
療
養
費
を
除
く
）
が
無
料
に

4月 1日現在70歳以上

の方で、介護保険料 1
段階と 2段階の方。必

す最初に申請が必要

65歳以上の方で、在宅

で3カ月以上寝たきり

状態の方

市税滞納額
頌 円 ，↑

18億円

16億円

| 4月後期休日診療医 I

診療時間 9: 00~ 12 : 00 13 : 00~ 17 : 00 

゜伏木医院（内・消科） 工藤医院（整・内科）
旭が丘6-10-70584-2877 南平3-22-15 0592-3333 

函1丘小 _JJこ—郊令¢̀ 
国

石塚医院（内・外・整科） 橋本クリニック（外・墨・良・内・還•胃科）
多摩平2-3-4-l06 n584-4 l l l 東豊田4-23-l O ff586-7725 

且9巴界::58内:3こ
11| 玉

至
高
幡
不
動
駅

｀
 

公
共
工
事
の
入
札
す
べ
て
で
実
施

し
、
現
場
説
明
会
を
廃
止
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
設
計
・
測
塁
等
の
委
託
契

約
で
も
予
定
価
格
の
事
前
公
表
を
実

施
し
て
い
き
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
管
財
課

■猫
は
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

猫
を
外
で
放
し
飼
い
に
す
る
こ
と

が
本
来
の
飼
い
方
だ
と
考
え
て
い
る

方
が
い
ま
す
が
、
交
通
事
故
や
感
染

症
か
ら
猫
を
守
る
た
め
に
も
室
内
飼

育
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
都
市

化
の
進
む
環
境
の
中
で
人
と
猫
が
快

適
に
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
猫

へ
の
愛
情
と
同
様
に
周
囲
へ
迷
惑
が

か
か
ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
が

飼
い
主
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
無
責
任
な
繁
殖
防
止
を

目
的
に
、
猫
の
避
妊

．
去
勢
手
術
費

の
助
成
を
乎
成
15
年
度
中
に
予
定
し

て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
今
後

の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
問
合
せ
先
11
環
境
保
全
諜

■狂
犬
病
予
防
注
射
と
犬
の
登
録

生
後
3
カ
月
以
上
の
飼
い
犬
に

は
、
生
涯
1
回
の
登
録
と
年
1
回
の

狂
犬
病
予
防
注
射
が
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
飼
い
犬
の
登
録

は
市
役
所
3
階
環
境
保
全
課
か
集
合

注
射
会
場
で
、
飼
い
犬
へ
の
狂
犬
病

予
防
注
射
は
動
物
病
院
等
や
集
合
注

市
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど

の
市
税
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

し
か
し
、
市
税
滞
納
額
は
平

成
13
年
度
決
算
で

18
億
8
千300

万
円
も
あ
り
ま
す
。
市
で
は
財

源
の
確
保
と
納
税
さ
れ
て
い
る

方
と
の
公
平
性
を
保
っ
た
め
、

1 救急診療 I
必す保険証をこ持参くたさい

休日準夜診療所
（内科・小児科）

日野本町1-7-2n584-1661 
土曜日曜日、祝日

19:30-22:30（受け付けは22:20まで）

至立川駅

休 日 歯科
応急診療所

高幡1011（福祉支援センター内）
〇晒594-2111 日曜日、祝日
9:00-12:00、13:00-17:00

（受け付けは16:00まで）

モノレール高幡ネ動駅 n至新井員

［ー 救急テレホンサービス
24時問医原梢も閉案内

0日野消防署 ff 581-0119 
〇東京消防庁災害救急情報センター

ff 521-2323 
0東京都保健医療情報センター

ひまわり ff 03-5?72-0303 
外国人専用 ff 03-5285-818 l 

(9 : 00~20 : 00) 
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活
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喧
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潤
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ド
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ポ
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寺

程

全
'
r
〉

民

願

日射

市

万

注

5
0
5
0
 

合

゜
ー，
 

翌

⑳

⑳

g
f瓦～
～

，翌

予

。
ー

、

9

病

ロ
£
言
＾
~

犬

ぇ

I
月
ーこ

立

狂
こへ{苫／

●
亡
戸
戸
星
三
、

射
会
場
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
動
物
病
院
等
で
狂
犬
病
予

防
注
射
を
受
け
た
場
合
の
注
射
済
票

の
交
付
に
つ
い
て
は
、
各
病
院
等
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

宮
日
時

・
会
場
11
右
表
の
と
お
り

▽
費
用
1
1
6
千
550
円
（
登
録
料

3
f

円
、
注
射
3
千
円
、
注
射
済
票
交
付

手
数
料
550
円
）
※
登
録
済
の
犬
は

3

千
550
円
。
つ
り
銭
の
な
い
よ
う
に

▽
注
意
11
①
当
日
は
犬
の
体
を
清
潔

に
し
、
犬
を
し
つ
か
り
押
さ
え
つ
け

ら
れ
る
方
が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ

い
。
小
さ
な
お
子
さ
ん
連
れ
は
危
険

で
す
の
で
ご
遠
慮
を
②
犬
の
病
気
等

で
注
射
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
心
当
た
り
の
方
は
獣

医
師
に
お
知
ら
せ
を
③
飼
い
主
の
名

前
や
住
所
が
変
わ
っ
た
り
、
犬
が
死

亡
し
た
場
合
は
、
環
境
保
全
課
へ
届

け
出
を
※
当
口
は
、
東
京
都
獣
医
師

平
成
14
年
度
の
滞
納
者
を
対
象

に
、
市
の
全
管
理
職
が
戸
別
訪

問
し
、
全
庁
一
体
と
な
っ
て
徴

収
に
取
り
組
み
ま
す
。

期
限
を
守
り
、
滞
納
の
な
い

納
税
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
戸
別
訪
問
1
1
5
月
10
日

3
s

2
5
日
回
の
士
曜
・
日
曜

H

▽
問
合
せ
先
11
納
税
課

療
管

■プ
レ
マ
マ
・
プ
レ
パ
バ
の
た
め
の

赤
ち
ゃ
ん
の
お
ふ
ろ
の
入
れ
方
教
室

▽
日
時
1
1
5
月
24
日
3
午
前
10
時
S

正
午

▽
会
場
11
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
11
平
日
の
両
親
学
級
に
参
加

で
き
な
い
初
産
の
妊
婦
お
よ
び
そ
の

配
偶
者

叉
定
員
11
先
着
2
0
組
(
1
人
で
参
加

も
可
）

玄
申
込
み
先
11
健
康
課

(
6
5
8
1
.
4

1
1
1
)
 

■成
人
歯
科
予
防
教
室

一
生
自
分
の
歯
で
食
べ
る
こ
と
を

r

9
歳
に

1
な
り
ま
し
だ

篠
原
萌
ち
ゃ
ん
（
し
の
は
ら
•
も

え
。
平
成
14
年
4
月
1
日
午
前
1

時
28
分
生
ま
れ
。
父
・
明
広
さ
ん
、

母
・
美
加
子
さ
ん
。
南
平
在
住
）

と
て
も
元
気
な
萌
ち
ゃ
ん
は

9

カ
月
で
歩
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
お
そ
と
に
出
か
け
る
の
が
大

あ
や

好
き
で
、
や
さ
し
い
彩
お
姉
ち
ゃ

ん
と
楽
し
く
遊
ん
で
い
ま
す
。
こ

時

孟
問
合
せ
先
11
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

(
6
5
8
1
.
0
4
4
4
)
 

1日困

2日画

7日困

8日困

, 13日切

14日休

15日困

19日侑）

20日的

21日困

②多摩平第1公園

④高幡不動駅北第4駐輪場入口

⑥リサイクル事務所

⑧さかい公園

⑩ハケ下公園

⑫鳥と緑の国際センター

⑭ 日野台公園

⑯黒川地域広場

⑱ 沢田公園

⑳まつばやし地区広場

■剪
定
枝
の
拠
点
収
集

(
5
月）

剪
定
枝

・
葉
の
み
を
左
表
の
拠
点

へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、
剪
定

枝
は
、
可
燃
ご
み
収
集
日
に
2
束
ま

で
試
験
的
に
戸
別
収
集
し
て
い
ま

す。

1
束
の
長
さ
50i
ン
以
内
・

1
束

の
直
径
30
令
以
内
・

1
本
の
枝
の
太

さ
は
5
令
以
内
で
す
。
事
業
所
で
出

た
も
の
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
。

な
お
、
各
拠
点
収
集
会
場
の
番
号

は
、
「
ご
み
・
資
源
分
別
カ
レ
ン
ダ
ー
」

の
会
場
一
覧
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

午
後
1
時
30分
S
3
時
30分

会
南
多
摩
支
部
と
合
同
で
実
施

孟
問
合
せ
先
11
環
境
保
全
課

11:20~11:50 I南百草地区センター（観音堂公園）

13:20~13:40 I第二武蔵野台地区センター

14:10~14:30Iおくやま公園

15:00-15:40 I南平体育館駐車場

9 :30-10:00 I河内公園

10:3炉 11:00I福祉支援センター駐車場

まつばやし地区広場

13:20~13:40 I新東光寺公園

14:10-14:40 I多摩平第 1公園（西側）

15:10-15:40 I旭が丘南公園

日野台公園

11:10-11:40 I西平山第 1公園

13:10-13:30 I川北地区センター

14:00-14:20 I通称 たぬき公園

救急病院4月後期宿日直予定表
15 I 16 I 17 
（火） （水） （木）

内小内

児

； 

病院名
日

市立病院
ff581-2677 

科
一
整
形
外
科

花輪病院
ff582-006 

内

外

科

科

外

科

科

一整

形

外

科

内

科

れ
か
ら
も
、
と
び
っ
き
り
の
笑
顔

を
ふ
り
ま
い
て
ね
。

18
②

一小

児

科

一

外

科

内

科

贔
内

1
9
g—空
内

科

2
整
形
外
科
一
産

科

も
整
形
外
科

内

外

科

■教
育
委
員
会
第
12
回
定
例
会

平
成
14
年
度
日
野
市
教
育
委
員
会

第
12
回
定
例
会
が
3
月
2
0
日
に
開
か

れ
、
次
の
議
案
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

▽
可
決
さ
れ
た
議
案
11
日
野
市
教
育

委
員
会
教
育
日
標
ほ
か
3
件

▽
報
告
事
項
11
日
野
市
、
多
靡
市
及

び
稲
城
市
に
お
け
る
公
立
学
校
の
合

同
結
核
対
策
委
員
会
設
置
要
綱
の
制

定
ほ
か
4
件

▽
問
合
せ
先
11
教
育
庶
務
課

■市
長
の
動
き

(
3
月
後
半
）

▽
16
日
11
日
野
新
選
組
同
好
会
結
成

3
周
年
記
念
公
開
例
会
に
講
演
▽
17

S
1
9
日

11
市
議
会

一
般
会
計
予
算
特

別
委
員
会
に
出
席
▽
20
日
11
日
野
市

農
業
委
員
会
臨
時
総
会
に
挨
拶
▽

22

日
11
特
定
非
営
利
活
動
法
人
や
ま
ぽ

う
し
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に

挨
拶
▽
24
日
11
市
議
会
特
別
会
計
予

算
特
別
委
員
会
に
出
席
▽
2
5
日
11
日

野
市
防
災
会
議
に
出
席
▽

27
日
11
-

般
国
道
2
0
号
日
野
バ
イ
パ
ス
石
田
大

橋
及
び
宮
・
上
田
地
区
開
通
式
に
出

席
、
都
市
計
画
道
路
3
.
4
.
1
1
号

線
（
新
川
崎
街
道
）
開
通
式
に
式
辞

▽
28
日
11
市
議
会
本
会
議
（
審
査
報

告
、
議
案
上
程
、
請
願
上
程
）
に
出

席
▽

29
日
11
多
摩
川
競
艇
運
営
協
議

を師

30
①

小

児

科

脳

神

経

外

科

せぃ

、，置

問

"

5

i

．
忍
i

A
。 •

ヘ

ぷ
5

も

5ヽ

0
.

，
 

。
581 

で

28
⑧

小

児

科

眼

暑防肖

．滋

5

巡

野日

児

科

J
外

夕

ヽ
小

g
2
6

□
裔

科

◇

外

ホレT
2
5
②

内

こ前事

24
困
小

5
 

まり暉

2
3
8
内

合場

22
図
小

夜

nQさ

J
匹さ

21
⑤

内

昼

目
な
[g

 

児

科

脳

神

経

外

科n
婦

児

科

一整

形

外

科

門

科
一
外

科科

科

一

泌

尿

器

冒

外

科

内

外

科

外

科

内

科

内

科

内

外

科

ー

岩ぇ
4 信 ▽ をしで費 たはの旭うチレ め対 ■0 ▽のも先 たとてので
0対 問 お て す ＾ ― ゜す ー が必ャビテに象→ 2 問た‘でまだ‘<

iI.23 
うに 註X日

1策 合 願 く が 給 般 で部丘要ン中レ申世ア 7合め使水た＜料だえ領し
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一~ー
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0．

▽
応
募
方
法
1
1
5
月
9
日
画
（
必
着
）

ま
で
に
、
申
込
書
（
市
役
所
4
階
企
画

調
整
課
で
配
布
）
に
必
要
事
項
を
記

入
し
‘
〒

191ー

8
6
8
6
日
野
市
役

所
企
画
調
整
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

◎

た
ま
に
は
お
父
さ
ん
に
赤
ち
ゃ

ん
を
預
け
て
出
か
け
た
い
の
で
す

ゞ
0

ヵR

子
育
て
の
大
変
さ
と
楽
し
さ
を

お
父
さ
ん
に
知

っ
て
も
ら
う
た
め
に

も
、
少
し
不
安
は
あ
っ
て
も
お
父
さ

ん
に
預
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、

初
め
か
ら
う
ま
く
や
っ
て
も
ら
う
の

は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
お
母

さ
ん
が
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
お
父

さ
ん
に
も
練
習
が
必
要
で
す
。
最
初

は
お
父
さ
ん
が
「
こ
れ
く
ら
い
な
ら

で
き
る
か
な
」
と
思
え
る
範
囲
の
こ

と
を
頼
み
、
だ
ん
だ
ん
に
慣
れ
て
い

く
よ
う
に
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
「
ち
ょ
っ
と
ス
ー
パ
ー
ま

で
お
買
い
物
」
く
ら
い
か
ら
始
め
て

「
デ
パ
ー
ト
ま
で
」
そ
の
う
ち
「
お

友
だ
ち
と
お
出
か
け
」
と
言
う
具
合

で
す
。
お
父
さ
ん
が
初
め
て
赤
ち
ゃ

ん
を
み
る
の
で
す
か
ら
、
帰
宅
し
た

と
き
に
部
屋
が
散
ら
か
っ
て
い
て

年

も
、
赤
ち
ゃ
ん
が
泣
い
て
い
て
も
大

目
に
見
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
「
後
が

周

。
4
 

大
変
だ
か
ら
止
め
た
」
な
ど
と
あ
き

ら
め
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
笑
顔

1T

で
「
あ
り
が
と
う
」
を
言
え
た
ら
大

施

成
功
で
す
。
が
ん
ば
っ
て

1.

mIJ

篇
合
せ
先
11
束
部
子
ど
も
家
庭
支

市

援
セ
ン
タ
ー

(ff
586
.
1
1
7
1
)

はしとこ

外

,, 14:50-15:50 I日野中央公園

3
月
か
ら

5
月
上
旬
に
か
け

て
、
市
民
課
の
窓
口
は
転
入
・
転

出
等
の
手
続
き
の
た
め
、
大
変
込

み
合
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
害
類
を

持
っ
た
ま
ま
並
ん
で
い
た
だ
く
な

ど
、
混
雑
に
伴
う
ご
不
便
を
少
し

で
も
解
消
す
る
た
め
、
番
号
札
に

よ
り
順
番
を
お
待
ち
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

記
入
さ
れ
た
書
類
等
を
窓
口
に

提
出
し
、
確
認
が
済
み
ま
し
た
ら

発
行
機
（
写
真
）
か
ら
番
号
札
を

お
取
り
く
だ
さ
い
。
順
番
が
来
ま

し
た
ら
電
光
掲
示
板
で
お
知
ら
せ

し
、
番
号
を
お
呼
び
し
ま
す
。

な
お
、
住
民
票
の
写
し
・
戸
籍

謄
抄
本
•
印
鑑
証
明
書
の
発
行
に

つ
い
て
は
番
号
札
は
必
要
あ
り
ま

]
 

せ
ん
。

ま
た
、
事
務
処
理
の
都
合
上
、

．

順
番
が
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ご
問
合
せ
先
11
市
民
課

0
,

＾
＞
＾
>
入
。
＾

I

会
理
事
会
に
出
席
、
”
ひ
の
“
の
春

を
楽
し
む
会
に
挨
拶
▽

31
日
11
東
京

都
四
市
競
艇
事
業
組
合
議
会
臨
時
会

に
出
席

゜



市役所代表電話
TEL.042-585-1111 投稿のベージ 第1061号平成15年4月15日

＊
肝
臓
病
患
者
会
記
念
講
演
会

4
月
20
日
⑩
午
後
2
時
3
0
分
か
ら

／
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
／
川
田
悦

子
氏
講
演
「
患
者
の
人
権
と
医
療
、

福
祉
」
／
日
野
市
肝
臓
病
友
の
会
（
歌

代
6
5
9
3
.
2
4
8
0
)

＊
介
護
老
人
保
健
施
設
サ
ル
ビ
ア

「
ハ
ー
モ
ニ
ー
音
楽
喫
茶
」

4
月
2
7
日
⑲
午
後
2
時
ー
3
時
3
0

分
／
ハ
ー
モ
ニ
ー
（
久
木
田
フ
ァ
ミ

リ
ー
ア
ン
サ
ン
プ
ル
）
に
よ
る
生
演

奏
／
飲
み
物
100
円
、
ケ
ー
キ
100
円
／

同
施
設
（
『

589
．
3
2
7
0
)

＊
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

①
5
月
11
日
⑱
、

6
月
8
日
⑲
午

前
9
時
i
午
後
3
時
／
高
幡
不
動
尊

/
2
千
円
／
②
5
月
2
4
日

3
午
前
10

時
ー
午
後
3
時
／
日
野
中
央
公
園
／

1
千500
円

以
上
、
い
ず
れ
も
リ
サ
イ
ク
ル
連

動
友
の
会

(
6
5
7
9
.
4
0
0
3
)

＊
す
ず
か
け
の
家
バ
ザ
ー
に
物
品
の

提
供
を

6
月
1
日
⑲
に
行
わ
れ
る
福
祉
ま

つ
り
に
物
品
（
衣
料
、
雑
貨
、
食
器

等
）
の
提
供
を
。
取
り
に
伺
い
ま
す

／
す
ず
か
け
の
家

(
6
5
9
1
.
7
5
6

1
)
 

ー

困

⑳

狂

呈

E

帳
二
亨悶

”

日
日

モ
一↑号

5

1
／

文

5
砕

1

け
各
も

メ
月

月

付

は

ヽ

をし
載誓

5
6
t
せ

受
ゎ

竺
で

合

なヽ
QbB

玉
き
塁

み
。

9
0
8
 ＊

日
野
市
虹
の
家
バ
ザ
ー
に
物
品
の

提
供
を

6
月
1
日
同
に
行
わ
れ
る
福
祉
ま

つ
り
に
物
品
（
日
用
品
、
雑
貨
等
）

の
提
供
を
。
取
り
に
伺
い
ま
す
／
日

野
市
虹
の
家

(
6
5
8
7
.
2
9
3
7
)

＊
老
人
ホ
ー
ム
で
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
・
説
明
会

4
月
2
6
日

g
午
前
11
時
か
ら
／
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
マ
ザ
ア
ス
日
野

（
石
田
）

／
継
続
的
に
活
動
で
き
る

方
※
初
心
者
歓
迎
／
加
藤

(ff582.

1
6
6
1
)
 

＊
相
続
・
遺
言
書
に
関
す
る
電
話
無

料
相
談

4
月
15
日
g
.
1
6
日
困
午
前
9
時

S
午
後
6
時
／
相
談
電
話
番
号
0
4

2
6
.
4
8
.
8
1
8
0
（
小
原
）

＊
板
橋
新
選
組
ま
つ
り
パ
レ
ー
ド
参

加
隊
士
募
集

4
月
29
日
閲
正
午
S
午
後
3
時
※

雨
天
の
場
合
は

5
月
3
日
詞
／
衣
装

持
参
／
日
野
新
選
組
同
好
会
事
務
局

(
6
5
9
2
.
2
2
5
6
)

へ
申
込

＊
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
諸
島
自
然
体
験
交

流
事
業

7
月
下
旬
S

8
月
上
旬
に
ミ
ク
ロ

ネ
シ
ア
諸
島
の
5
島
で
自
然
体
験
交

流
事
業
を
実
施
／
小
5
ー
中
2
※
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
を
／
勁
世
界
青
少

年
交
流
協
会

(
f
f
0
3
.
5
2
1
5
.

3
2
3
1
)
 

＊
知
的
障
害
者
通
所
授
産
施
設
・
日

野
市
虹
の
家
非
常
勤
職
員
募
集

週
2
日
午
前
8
時
3
0
分
S
午
後
4

時
／
利
用
者
の
活
動
補
助
な
ど／
同
施

設

(
6
5
8
7
.
2
9
3
7
)

＊
日
野
保
育
園
看
護
師
募
集

月
曜
S
士
曜
日
※
週
40
時
間
／
40

歳
く
ら
い
ま
で
の
正
看
護
師
の
有
資

格
者
※
詳
細
は
面
接
で
／
同
保
育
園

(
6
5
8
1
.
0
2
4
9
)
 

＊
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

ご
朗
読
劇
「
鬼
と
神
様
を
語
る
」
…

4
月
19
日
田
午
後
2
時
か
ら
▼
ポ
イ

ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
茎
礎
編
：
4
月
18

♦
♦
 

日
5
6月
2
7
日
の
毎
週
金
曜
日
午
後

7
時
S

8
時
3
0
分
▼
は
じ
め
て
の
韓

国
語
マ
男
の
料
理
基
礎
編

5
お
米
の

話
・
炊
き
方
▼
サ
ン
デ
ー
・
ヤ
ン
グ

マ
マ
＆
パ
パ
の
1
日
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

体
操
マ
中
高
年
立
山
ス
ノ
ー
ハ
イ
キ

ン
グ
※
費
用
等
、
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
を
／
ひ
の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

（空平・
3
1
3
6
)

＊
日
野
市
テ
ニ
ス
協
会
女
子
講
習
会

5
月
6
日

g
、
6
月
9
日
⑲
、
7

月
7
日
⑲
、

9
月
1
日
⑪
、

10
月
6

日
⑲
、

11
月
10
日
⑲
午
前
9
時
ー
正

午
／
多
摩
平
第
1
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
／
20
人
／
初
回
1
千
500
円
（
ボ
ー

ル
代
含
む
）
、

2
回
目
以
降
1
回
500

円
／
中
山
（
6
．
園
5
9
1
.
3
0
8
6

午
後
7
時
以
降
）
へ
申
込

＊
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
中
級
者
講
習
会

5
月
8
日
困
午
前
9
時
S
午
後
5

時
／
旭
が
丘
中
央
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
／
300
円
／
目
黒

(
6
5
9
1
.
6
6
0

5
夜
間
）

＊
硬
式
テ
ニ
ス
春
季
女
子
ダ
ブ
ル
ス

大
会5

月
12
日
⑲
・

19
日
⑲
※
予
備
日

6
月
2
日
⑲
／
旭
が
丘
中
央
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
／
市
内
在
住
・
在
勤
者

/
1
ペ
ア

4
千
円
／
4
月
25
日
画

（
必
着
）
ま
で
に
現
金
書
留
で
。
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒
1
9
1

—

0
0
5
5

西
平
山
1
の
2
0
の

1
平
山
台
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
・
平
君
子

(
6
5
8
6
.
0
0
3
0
)

へ

＊

「
み
ず
き
会
」
油
彩
・
水
彩
画
展

4
月
20
日
⑲
ま
で
の
午
前
10
時
S

午
後
5
時
※

20
日
は
午
後
4
時
ま
で

／
と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
／
岩
井

田

(
6
5
8
5
.
1
0
0
2
)

＊
つ
き
じ
窯
陶
芸
教
室
10
周
年
記
念

作
陶
展

4
月
29
日
閲
i
5
月
4
日
⑲
午
前

10
時
S
午
後
6
時
※
5
月
4
日
は
午

後
4
時
ま
で
／
と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
／
無
料
体
験
教
室

(
4
月
22
日

g
8
2
7
日
⑲
。
予
約
制
）

ぁり／
つ
き

••• 

じ
窯
陶
芸
教
室

(
6
5
8
7
.
5
0
0

3
)
 

＊
小
泉
博
個
展
「
趣
味
の
絵
50
周
年

展」
4
月
22
日
g
S
2
7
日
⑲
午
前
10
時

S
午
後
5
時
／
と
よ
だ
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
／
小
泉

(
B
5
8
1
.
6
7
4
6
)

＊
フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル
「
あ
さ
か
わ
」

写
真
作
品
展

4
月
29
日
躙
S

5
月
4
日
⑲
午
前

9
時
3
0
分
S
午
後
6
時
※

4
月
29
日

は
正
午
か
ら
。

5
月
4
日
は
午
後
5

時
ま
で
／
市
民
会
館
展
示
室
／
平

(
6
5
9
1
.
3
0
7
0
)
 

＊
実
践
女
子
大
学
展
覧
会
「
歌
子
と

そ
の
家
族
5
祖
父
・
父
・
夫
を
中
心

と
し
て
」

4
月
3
0
日
困
S

5
月
16
日
細
午
前

11
時
S
午
後
4
時
※
士
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
、

5
月
6
日

g
.
7日
困
を
除

＜
／
実
践
女
子
大
学

(
B
5
8
5
.
8
8

7
3
)
 

＊
ベ
ビ
ー
オ
イ
ル
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
お

母
さ
ん
の
た
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

4
月
2
3
日
困
午
前
10
時
S
正
午
／

愛
隣
舎
ホ
ー
ル
（
多
摩
平
）

／
3
カ

月
S

2
歳
の
乳
幼
児
と
母
親
（
保
護

者）
／
10
組
／
500
円
／
バ
ス
タ
オ
ル
、

お
し
ぽ
り
、
お
子
さ
ん
の
飲
み
物
持

参
／
4
月
20
日
⑲
ま
で
に
子
ど
も
人

権
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会
（
綾
部
6592.

1
8
5
7
)

へ

＊
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
多
摩
川

苑
で
介
護
者
教
室

4
月
2
3
日
、

5
月
14
日
、
6
月

n

日
・

25
日、

7
月
9
日
の
水
曜
日
午

後
2
時
S

3
時
3
0
分
／
老
人
ホ
ー
ム

マ
ザ
ア
ス
日
野
（
石
田
）

／
介
護
に

関
心
が
あ
り
、
会
場
ま
で
自
力
で
来

る
こ
と
が
出
来
る
方
／
同
施
設
(
6

5
8
2
.
1
7
0
7
)

へ
申
込

＊
ィ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
セ
ミ
ナ
ー

4
月
25
日、

5
月
9
日
・
2
3
日
の

金
曜
日
午
前
10
時
S
正
午
と
午
後
2

時
S

4
時
／
豊
田
駅
北
交
流
セ
ン
タ

ー
／
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
／
各
回

先
着
16
人
／
日
野
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

蛉
(
6
0
1
2
O
•
8
7
8
8
1

2
)

へ
申
込

*
N
P
O
法
人
日
野
・
市
民
自
治
研

究
所
講
座

①
学
習
会
「
教
育
基
本
法
を
読
む
」

…
4
月
2
6
日
田
午
後
3
時
S

5
時
／

実
践
女
子
短
大
／
乙
訓
稔
氏
（
実
践

女
子
大
学
教
授
）
②
新
選
組
連
続
歴

史
講
座
…
4
月
2
7
日
⑲
午
後
2
時
S

5
時
／
生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
／
映

画
「
新
選
組
」
と
講
演
「
新
選
組
の

実
像
と
虚
像
」

／
松
尾
章
一
氏
（
法

政
大
学
名
誉
教
授
）

以
上
、
い
ず
れ
も
500
円
／
同
研
究

所

(
6
5
8
9
.
2
1
0
6
)

へ
申
込

＊
菊
作
り
無
料
講
習
会

4
月

27
日
⑲
午
後
1
時
3
0
分
S

4

時
／
金
子
橋
地
区
セ
ン
タ
ー
／
日
野

市
菊
友
会
（
志
村
〖5
8
1
.
5
3
3
6
)

＊
太
極
拳
初
心
者
教
室

4
月
3
0
日
困
午
前
11
時
20
分
ー
午

後
0
時
50
分
／
豊
田
駅
前
パ
ー
ク
ビ

ル
／
500
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

／
上
履

き
／
仙
波

(
6
5
8
7
.
1
0
8
9
午
後

7
時
以
降
）
へ
申
込

＊
＊
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
り
方
教
室

4
月
3
0
日
困
、

5
月
7
日
困
・
2
1

日
困
•
2
8日困
午
前
9
時
3
0
分
ー

1
1

時
3
0
分
／
豊
田
駅
北
交
流
セ
ン
タ
ー

／
基
礎
か
ら
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
ま
で
／

先
着
12
人
／
2
千
円

(
4
日
間
）

／

ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ひ
の
（
松

村
6
5
8
2
.
0
0
7
0
)

へ
申
込

＊
雑
木
林
の
鳥
た
ち

4
月
2
7
日
⑲
午
前
9
時
S
1
1
時
3
0

分
※
午
前
9
時
に
平
山
城
址
公
園
駅

集
合
。
雨
天
中
止
／
乎
山
城
址
公
園

で
の
野
鳥
観
察
／
100
円
（
保
険
料
げ
）

／
日
本
野
鳥
の
会
・
鳥
と
緑
の
国
際

セ
ン
タ
ー
（
6
5
9
3
.
6
8
7
1
)

先
着
順
で
掲
載
し
ま
す
。

2
度
目

以
降
の
掲
載
は
前
回
掲
載
日
の

3
カ

月
後
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

＊
日
野
ス
ポ
ー
ツ
合
気
道
ク
ラ
ブ

毎
週
木
曜
日
午
後
6
時
3
0
分
ー
8

時
30
分
と
土
曜
日
午
前
9
時
30
分
ー

11
時
3
0
分
／
南
平
体
育
館
など／
健
康

増
進
に
役
立
つ
護
身
術
を
兼
ね
た
武

道
／
小
学
校
高
学
年
以
上
の
老
若
男

女
※
初
心
者
歓
迎
／
入
会
金

2
千

円
、
月
2
千
円
※
学
生
は
1
千
500
円

／
大
野

(
6
5
8
4
.
5
4
3
1
)

＊
日
野
極
真
カ
ラ
テ
ク
ラ
ブ

毎
週
火
曜
日
午
後
6
時
S

9
時
に

陸
上
競
技
場
会
議
室
、
水
曜
日
午
後

3
時
S

5
時
に
南
平
体
育
館
、
木
曜

日
午
後
6
時
15
分
S

9
時
に
東
部
会

館
、
金
曜
日
午
後
6
時
S

9
時
に
ひ

の
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
な
ど
／
5
歳
以

上
／
月
4
千
円
※
子
ど
も
は

3
千
円

／
倉
成

(
6
0
9
0
.
8
5
9
8
.
5
4

6
3
)
 

＊
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
サ
ー
ク
ル

毎
週
火
曜
・
土
曜
日
正
午
か
ら
／

リ
コ
ー
―
―
―升
ビ
ル

（多
摩
平
）

／
ボ

ケ
防
止
に
頭
脳
を
活
性
化
さ
せ
ま
し

ょ
う
／
10
人
／
入
会
金
1
千
円
、

1

時
間
250
円
／
内
田

(
6
5
8
3
.
7
5
7

5
)
 

＊
中
国
現
代
水
墨
画
サ
ー
ク
ル

毎
月
第
4
水
曜
日
午
後
1
時
S

4

時
／
多
摩
平

6
丁
目
地
区
セ
ン
タ

l
g／
王
農
氏
（
中
国
画
家
）
の
指

導
ぁ
り
※
見
学
自
由
／
入
会
金

2
千

円
、
月
1
千
500
円
／
井
上
（
6581.

6
6
8
2
)
 

＊
落
川
健
康
体
操
サ
ー
ク
ル

毎
週
土
曜
日
午
後
3
時
S

4
時
30

分
／
落
川
地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど
／
腰
痛

予
防
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

／
月
3
千
円
／
林

(
6
5
9
2
.
2
8
2

0
)
 

＊
男
声
合
唱
メ
ン
ネ
ル
コ
ー
ル
・
シ

リ
ウ
ス

月
2
回
土
曜
ま
た
は
日
曜
日
の
午

後
2
時
か
ら
ま
た
は

6
時
か
ら
／
5

小
など／
月
2
千
円
／
河
合

(6593.

6
7
9
5
)
 

＊
ワ
ル
ツ
会
初
級
ダ
ン
ス
講
習
会

6
月
ま
で
の
月
3
回
土
曜
日
午
後

6
時
5
9
時
（
全
9
回
）

／
勤
労
・

青
年
会
館
な
ど
／
プ
ロ
の
指
導
ぁり／
3

カ
月
6
千
円
／
吉
村

(
f
t
5
8
3
.
8
3

1
4
)
 

＊
社
交
ダ
ン
ス
入
門

5
月
S

7
月
の
毎
週
火
曜
日
正
午

か
ら
と
午
後
6
時
か
ら
／
草
間
レ
ク

ホ
ー
ル
（
八
王
子
市
大
和
田
町
）
な
ど
／

入
会
金
2
千
円
、

3
カ
月
9
千
円
／

小
池
(
6
5
8
1
.
1
9
3
1
)

＊
歌
う
健
康
法
「
愛
唱
歌
を
皆
さ
ん

で
歌
う
会
」

隔
週
水
曜
日
午
前
10
時
か
ら
と
隔

週
木
曜
日
午
後
1
時
か
ら
／
喫
茶
花

ぐ
る
ま
プ
チ
ホ
ー
ル
ギ
ャ
レ
リ
ア

（
神
明
）

／
入
会
金
500
円
、
月
2
千

500
円
／
飯
野

(
6
0
9
0
.
9
8
2
1
.

4
7
1
1
)
 

＊
女
声
コ
ー
ラ
ス
「
コ
ー
ル
す
み
れ
」

毎
週
月
曜
日
午
前
10
時
S
正
午
／

八
王
子
信
用
金
庫
高
幡
不
動
支
店
／

初
心
者
歓
迎
／
入
会
金
500
円
、
月
3

千
500
円
／
大
島

(
6
5
9
9
.
1
6
7
8
)

＊
東
豊
田
緑
湧
会

毎
月
第
1
•
第3
士
曜
日
午
前1
0

時
か
ら
／
東
豊
田
緑
地
保
全
地
区
内

／
萌
芽
更
新
地
管
理
、
下
草
刈
り
訊

／
年
2

千
円
／
小
松
(
〖5
8
3
.
8
2

3
6
)
 

＊
川
柳
飛
火
野

毎
月
第
2
日
曜
日
午
後
1
時
3
0
分

S

4
時
／
中
央
福
祉
セ
ン
タ
ー
など
／

月
1
千
円
／
後
藤

(
6
5
8
1
.
4
4
1

1
)
 

＊
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
四
季

高
尾
山
か
ら
北
ア
ル
プ
ス
ま
で
難

易
度
別
に
山
行
／
例
会
は
毎
月
第
4

水
曜
日
午
後
7
時
S

9
時
に
八
王
子

労
政
会
館
／
入
会
金
1
千
円
、
月
1

千
円
／
伊
藤

(
6
5
9
3
.
6
2
6
3
)

＊
女
声
合
唱
団
「
南
十
字
星
」

月
3
回
月
曜
日
午
後
1
時
30
分
S

3
時
3
0
分
／
高
幡
教
会
な
ど
／
な
っ
か

し
い
曲
を
歌
い
ま
す
／
初
心
者
歓
迎

・
見
学
可
／
月
3
千
円
／
芦
田

(
6

.
6
7
4
5
)
 

2
 ，
 

5
 

＊
南
平
ビ
ジ
ネ
ス
中
級
中
国
語
講
習

会
毎
週
日
曜
日
午
後
1
時
S

2
時
30

分
／
中
央
図
書
館
な
ど
／
中
級
ビ
ジ
ネ

ス
中
国
語
／
6
カ
月
2
万
4
千
円
／

鶴
問
（
6
．
園
5
9
2
.
2
7
6
3
)

＊
油
絵
い
い
ぜ
る
会

毎
月
第2
•

第
4

土
曜
日
午
後1

時
30
分
S

4
時
30
分
／
夢
が
丘
小
な
ど

／
指
導
ぁり／
入
会
金
2
千
円
、
月
2

千
円
／
会
沢

(
6
5
9
2
.
6
6
2
6
)

＊
ミ
ニ
テ
ニ
ス
を
し
ま
せ
ん
か

①
毎
週
金
曜
日
午
後
6
時
3
0
分

S

8
時
30
分
に
二
小
②
毎
週
金
曜
日
午

後
6
時
30
分
S

8
時
30
分
と
第
2
.

第
4
日
曜
日
午
前
10
時
ー
正
午
に
三

小
③
毎
週
土
曜
日
午
後
4
時
3
0
分

S
e

6
時
30
分
と
毎
週
水
曜
日
午
後
6
時

45分
S

8
時
3
0
分
に
平
山
台
小
④
毎

週
日
曜
日
午
後
1
時
30
分
S

4
時
に

東
光
寺
小
⑤
侮
週
木
曜
日
午
後
6
時

S

9
時
と
毎
週
日
曜
日
午
前
9
時
S

正
午
に
南
平
小

g
／
初
心
者
歓
迎
／

日
野
市
ミ
ニ
テ
ニ
ス
連
盟
（
武
石
6

.
6
3
1
8
)
 

4
 

8
 

5
 

＊
日
野
市
民
吹
奏
楽
団

毎
週
日
曜
日
午
後
1
時
8
5時
／

中
央
公
民
館
など
／
楽
器
の
用
意
が
出

来
る

50
歳
く
ら
い
ま
で
の
方
。
全
パ

ー
ト
受
付
／
月
1
千
円
※
高
校
生
以

下
500
円
／
井
上
（
6
5
8
1
.
9
1
3
5

午
後
8
時
以
降
）

＊
木
彫
「
き
つ
つ
き
会
」

毎
月
第2
•

第
4

水
曜
日午
前
9

時
S
1
1
時
3
0
分
／
中
央
公
民
館
など
／

初
心
者
歓
迎
※
指
導
ぁり
／
月
500
円
※

ほ
か
に
材
料
費
／
彫
刻
刀
持
参
／
成

瀬

(
6
5
9
2
.
8
2
2
7
)

＊
ひ
の
市
民
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ

回
転
市
場
が
東
京
都
グ
リ
ー
ン
コ
ン

シ
ュ
ー
マ
ー
奨
励
賞
を
受
賞

去
る
3
月
17
日
、
ひ
の
市
民
リ
サ

イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
回
転
市
場
が
グ
リ

ー
ン
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
奨
励
賞
を
受

賞
。
こ
れ
は
、
市
民
か
ら
無
償
提
供

さ
れ
た
中
古
衣
料
等
の
販
売
や
回
収

を
通
じ
、
こ
れ
ま
で
の
使
い
捨
て
の

暮
ら
し
か
ら
「
ご
み
を
買
わ
な
い
、

出
さ
な
い
暮
ら
し
」
を
目
指
し
た
活

動
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
皆
さ

ん
今
後
も
精
力
的
に
活
動
し
ま
す
と

意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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子
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
む
た

め
に
は
、
地
域
の
力
が
必
要
で
す
。

ぜ
ひ
、
総
会
や
今
後
の
活
動
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
活
動
を
担
う
運
営
会

員
も
募
集
中
で
す
。

▽
問
合
せ
先
11
生
活
課

(
6
5
8
1
.
4

1
1
2
)
 

■ひ
の
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参

加
者

1

運
営
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

今
年
も
地
域
文
化
の
振
興
を
目
的

に
8
月
23
日
3
.
2
4
日
⑲
に
「
真
夏

の
森
の
夢
」
を
テ
ー
マ
に
市
内
の
森

で
芸
術
祭
を
開
催
し
ま
す
。

現
在
、
音
楽
・
舞
踊
・
演
劇
な
ど

の
舞
台
出
演
者
、
絵
画
・
彫
刻
な
ど

中地区

二中地区

七生中地区

三中地区

四中地区

三沢中地区

大坂上中地区

平山中地区

4月25日画19:00~ 

4月19日出17:30~ 

5月19日侑）19:00~ 

4月23日(7J,:)18:30~ 

4月23日困19:00~ 

5月9日画19:00~ 

4月19日(±)18: 30~ 

4月24日困19:00~ 

生活・保健センター

二中会議室

七生中食堂

高幅台団地73号棟集会所

四中食堂

三沢中食堂

大坂上中食堂

平山地区センター

頭
一
暉
一
碑
一
正
一
呻

一蝉
一
畔
一

5

ff581-3034 

ff582-0696 

ff591-2056 

ff592-9644 

ff586-0271 

ff593-0436 

ff583-1944 

ff586-9567 

■総
会
に
ご
参
加
を

5
日
野
市
地
区

青
少
年
育
成
会

地
区
青
少
年
育
成
会
は
、
中
学
校

区
ご
と
に
組
織
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち

の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
地
域
の

す
べ
て
の
子
ど
も
に
関
心
を
持
ち
、

地
域
ぐ
る
み
で
青
少
年
の
育
成
に
つ

い
て
考
え
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
昨
年
を
振
り
返
り
、

今
年
度
1
年
間
の
活
動
方
針
な
ど
を

定
め
る
総
会
を
開
催
し
ま
す
（
左
表

参
照
）
。

り合流点

口付近

の
ア
ー
ト
作
品
の
出
品
者
や
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
、
運
営
ス
タ
ッ

フ
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

（
中
央
公
民
館
B
5
8
1
.
7
5
8
0
)

●
児
童
館
の
開
館
時
問
を
変
更

各
児
童
館
の
開
館
時
間
が
次
の
よ

う
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

月
曜
S
土
曜
日
（
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始
は
除
く
）
午
前
9
時
30
分

S
午
後
6
時
／
各
児
童
館

●
即
売
会
に
お
出
掛
け
を

文
花
と
野
菜
の
即
売
会

4
月
26
日
g
.
2
7
日
⑲
午
前
9
時

ー
午
後
4
時
※
雨
天
実
施
／
J
A
東

京
み
な
み
日
野
支
店

ご
野
菜
苗
の
即
売
会

4
月
26
日
a
.
2
7
日
⑲
午
前
8
時

i
正
午
※
小
雨
実
施
／
J
A
束
京
み

な
み
七
生
支
店

以
上
、
い
ず
れ
の
会
場
も
売
り
切

れ
次
第
終
了
／
J
A
東
京
み
な
み
日

野
支
店

(
B
5
8
3
.
5
6
7
0
)
、
同
七

生
支
店

(
6
5
9
1
.
2
0
1
2
)
、
市
産

業
振
興
課

■多
摩
川
・
浅
川
ク
リ
ー
ン
作
戦

河
川
の
環
境
保
護
と
美
化
運
動
推

進
の
た
め
「
多
摩
川
・
浅
川
ク
リ
ー

ン
作
戦
」
を
実
施
し
ま
す
。

今
回
は
、
浅
川
で
の
活
動
で
す
。

市
内
を
流
れ
る
河
川
を
身
近
に
体
験

し
、
環
境
問
題
を
考
え
る
機
会
と
し

て
、
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

4
月
20
日
⑩
午
前
9
時
45
分
S
正

午
※
雨
天
中
止
／
ふ
れ
あ
い
橋
北
詰

（
本
部
）
ほ
か
4
カ
所
（
案
内
図
参

照
）
に
集
合
／
長
沼
橋
S
府
中
四
谷

橋
の
浅
川
両
岸
を
清
掃
／
緑
と
清
流

課●
高
幡
不
動
尊
国
宝
ま
つ
り

4
月

26
日
田
S
2
9
日
的
の
期
間

中
、
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

4
月
27
日
⑲
午
後
1
時
か
ら
・
・
・
山

村
竜
也
氏
（
作
家
）
、
岸
田
一
則
氏

（
東
映
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
チ
ー
フ
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）
の
講
演
「
N
H
K

大
河
ド
ラ
マ
新
選
組
の
時
代
考
証
を

し
て
」

／
2
8
日
⑪
午
後
3
時
か
ら
…

林
家
こ
ん
平
落
語
独
演
会
／
29
日
閲

午
後
2
時
か
ら
…
峰
岸
純
夫
氏
（
中

央
大
学
教
授
）
の
講
演
「
中
世
多
摩

の
霊
場
S
十
院
不
動
堂
成
立
の
背

み

こ
し

景
」
、
正
午
か
ら
…
神
輿
練
り
／
日

野
市
観
光
協
会
（
市
役
所
内
）

●
市
民
会
館
の
催
し

5
新
選
組
フ
ェ

み

ぶ

ぎ

し
で
ん

ス
タ
・
映
画
「
壬
生
議
士
伝
」

5
月
9
日
絢
午
後
6
時
30
分
か
ら

／
大
ホ
ー
ル
／
原
作
・
浅
田
次
郎
、

主
演
・
中
井
貴
一

／
浅
田
次
郎
氏
に

よ
る
本
の
販
売
ぁり
／
300
円
（
全
席
自

由）

／
市
民
会
館

(
6
5
8
5
.
2
0
1

1
)
 

※
市
民
会
館
、
七
生
公
会
堂
は
5
月

5
日
図
は
臨
時
休
館
し
ま
す

●
第
6
回
ひ
の
新
選
組
ま
つ
り

5
月
10
日
国
・

11
日
⑲
午
前
10
時

S
午
後
5
時
／
日
野
中
央
公
園
げ
／

各
種
出
店
、
新
選
組
隊
士
コ
ン
テ
ス

ト

(10
日
）
、
高
幡
・

豊
田

・
日
野

の
3
コ
ー
ス
で
パ
レ
ー
ド

(11
日）

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集

中
／
ひ
の
新
選
組
ま
つ
り
実
行
委
員

会
事
務
局
（
産
業
振
興
課
内
）

■外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
敦
室

す
べ
て
の
コ
ー
ス
で
個
人
の
レ
ベ

ル
に
合
わ
せ
て
指
導
し
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ス
ピ
ー
チ
大
会
や
修
了
パ

ー
テ
ィ
ー
な
ど
も
行
い
ま
す
。

①
4
月
16
日
S
来
年
3
月
10
日
の

毎
週
水
曜
日
午
前
10
時
S
正
午
…
中

央
公
民
館
など②
同
毎
週
水
曜
日
午
後

7
時
S
9
時
：
高
幡
福
祉
セ
ン
タ
ー

③
4
月
18
日
S
来
年
3
月
12
日
の
毎

週
金
曜
日
午
後
7
時
S
9
時
…
中
央

公
民
館
など
※
全
コ
ー
ス
と
も
8
月、

年
末
年
始
、
祝
日
は
休
み
。
①
の
み

保
育
ぁり
／
市
内
の
外
国
人
・
帰
国
者

を
対
象
／
各
コ
ー
ス

20
人
／
テ
キ
ス

ト
代
実
費
／
運
営
・
日
野
国
際
友
好

ク
ラ
プ
／
中
央
公
民
館

(
6
5
8
1
.
7

5
8
0
)
 

■高
齢
者
市
民
（
う
や
も
た
サ
ロ
ン
）

企
画
・
庭
木
お
助
け
マ
ン
養
成
講
座

だ
れ
に
で
も
で
き
る
簡
単
な
庭
木

の
手
入
れ
方
法
を
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
学
ん
だ
後
は
高
齢
者
施
股
な

ど
の
庭
木
の
手
入
れ
を
し
ま
す
。

4
月
23
日
S
5
月
2
1
日
の
毎
週
水

曜
日
午
前
10
時
ー
正
午
／
中
央
公
民

館
、
か
し
の
木
荘
／
道
具
の
使
い

せ
ん
て
い

方
、
整
枝
剪
定
の
基
本
げ
／
指
導
・

渋
市
貞
雄
氏
（
市
民
講
師
）

／
20
人

／
中
央
公
民
館

(
f
t
5
8
1
.
7
5
8
0
)

へ
申
込

●
体
験
学
習
会
「
化
石
で
た
ど
る
大

昔
の
日
野
」

なかるかつ見が石レし'ーなんど
冒

▲

4
月
26
日
①
午
前
9
時
ー
午
後
1

時
※
立
川
市
柴
崎
福
祉
会
館
前
多
摩

川
土
手
に
集
合
。
雨
天
の
場
合
は

27

日
⑲
／
多
摩
川
の
河
原
で
、
大
昔
の

日
野
の
環
境
変
化
を
物
語
る
化
石
を

探
す
／
講
師
・
馬
場
勝
良
氏
（
慶
應

義
熟
幼
稚
舎
教
諭
）
、
松
川
正
樹
氏

（
東
京
学
芸
大
学
助
教
授
）

／
小
学

生
以
上
※
小
4
以
下
は
保
護
者
同
伴

で
／
先
着
30
人
／
タ
オ
ル
、
水
筒
、

帽
子
、
新
聞
紙
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
筆

記
用
具
（
油
性
ペ
ン
・
鉛
筆
）
※
運

動
靴
、
動
き
や
す
く
汚
れ
て
も
良
い

服
装
で
／
ふ
る
さ
と
博
物
館
(6583.

5
1
0
0
)

へ
申
込

■パ
ソ
コ
ン
講
習
会

①
初
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
・
・
・
5
月
3

日
図
．

4
日
回
②
W
O
R
D
基
礎
…

5
月
10
日
a
.
1
1
日
⑲
③
W
O
R
D

応
用
…

5
月
1
7
日
3
.
1
8
日
⑬
④
E

X
C
E
L
基
礎
…

5
月
24
日
国
・

25

日
同
⑤
E
X
C
E
L

応
用
：•
5

月
3
1

日

g
、
6
月
1
日
⑩
⑥
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
と

E
メ
ー
ル
・
・
・
5
月
24
日
3
.

25
日
⑲
⑦
デ
ジ
カ
メ
基
礎
・
・
・
5
月
3

日
躙
．

4
日
⑩
⑧
初
め
て
の
パ
ソ
コ

ン
…
5
月
2
1
日
困
S
2
3
日
画
⑨
E
X

C
E
L
基
礎
…

5
月
2
1
日
困
・

22
日

困
／
①
②
③
⑥
は
午
前
9
時

S
正

午
、
④
⑤
⑦
⑨
は
午
後

1
時
S
4

時
、
⑧
は
午
前
10
時
S
正
午
／
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
／
各
7
千
円
／

4
月
2
8
日
⑰
（
必
着
）
ま
で
に
ハ
ガ

キ
で
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

希
望
講
習
番
号
を
記
入
し
、
〒

191ー

0
0
1
1
日
野
本
町
2
の
4
の
7
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
l
P
C
教
室
係

(
6
5
8
9
.
1
2
4
8
)

へ

■ひ
の
市
民
大
学
に
参
加
し
ま
せ
ん

か
S
今
年
度
前
期
の
講
座
を
紹
介

申
し
込
み
が
必
要
な
講
座
は
、
各

講
座
の
締
切
日
（
必
着
）
ま
で
に
往

復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面
に
希
望

講
座
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
を
記
入
し
、
〒

1
9
1
|
8
6
8

6
日
野
市
教
育
委
貝
会
生
涯
学
習
課

へ。●
総
合
敦
養
学
部
「
音
楽
産
業
の
現

状
と
未
来
」

4
月
26
日

g
午
後
2
時
S
4
時
／

生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
／
著
作
権
の

話
を
中
心
に
／
講
師

・
蓑
茂
栄
利
氏

（
ひ
の
市
民
大
学
企
画
運
営
委
員
）

／
申
込
不
要
、
直
接
会
場
へ

●
専
門
教
養
学
部
「
ル
ネ
サ
ン
ス
美

術
へ
の
招
待
」

5
月
1
4
日
S
6
月
11
日
の
毎
週
水

曜
日
午
後
2
時
ー
4
時
／
生
活

・
保

健
セ
ン
タ
ー
／
講
師
・
斎
藤
陽
一
氏

（元

N
H
K
製
作
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

l
)
/
4
月
30
日
困
ま
で
に
申
し
込

み
を

●
定
例
講
座
「
日
野
人
の
歴
史
を
探

る」
①
5
月
1
7
日

g
②
6
月
1
4
日
田
…

， ■講
座
・
イ
ベ
ン
ト
時
の
保
育
協
力

員
登
録
者

市
で
実
施
す
る
講
座
・
イ
ベ
ン
ト

な
ど
に
小
さ
な
お
子
さ
ん
を
お
持
ち

の
方
も
参
加
で
き
る
よ
う
、
保
育
を

日
野
人
の
古
代
・
福
田
健
司
氏
（
束

京
都
教
育
委
員
会
学
芸
員
）

／
③
7

月
12
日

3
・
・
日
野
人
の
中
世
・
峰
岸

純
夫
氏
（
中
央
大
学
教
授
）

／
④
8

月
9
日

a⑤
9
月
1
3
日
①
※
④
⑤
の

内
容
・
講
師
は
決
定
次
第
お
知
ら
せ

し
ま
す
／
い
ず
れ
も
午
後
2
時
S
4

時
／
①
は
市
役
所
5
階
504
会
議
室
、

②
以
降
は
1
階
101
会
議
室
※
申
込
不

要
、
直
接
会
場
へ

●
体
験
学
習
学
部

▼
や
さ
し
い
写
真
の
楽
し
み
方

5
月
22
日
S
6
月
1
9
日
の
毎
週
木

曜
日
午
後
2
時
S
4
時
／
生
活

・
保

健
セ
ン
タ
ー
／
撮
影
実
習
を
交
え
な

が
ら
、
写
真
の
基
礎
を
学
ぶ
／
講
師

•
山
下
勲
氏（日
本
写
真
家
協
会
会

員）

／
4
月
2
8
日
⑲
ま
で
に
申
し
込

み
を

ご
絵
画
を
楽
し
む
（
ア
ク
リ
ル
絵
の

具
を
使
っ
て
の
初
歩
）

5
月
23
日
S
7
月
4
日
の
毎
週
金

曜
日
午
後
2
時
S
4
時
／
生
活
・
保

健
セ
ン
タ
ー
／
講
師
・
戸
塚
泰
氏
／

材
料
費
実
費

(
8
千
円
程
度
）

／
4

月
2
8
日
⑮
ま
で
に
申
し
込
み
を

●
体
験
学
習
学
部
・
日
野
学
学
部
合

同
「
農
業
体
験
コ
ー
ス
」

5
月
中
旬
S
1
1
月
の
土
曜
日
、
月

1
回
程
度
の
作
業
／
①
新
町
3
丁
目

（
東
光
寺
小
東
側
）
②
南
乎
6
丁
目

（
都
営
平
山
ア
パ
ー
ト
東
側
）

／
水

田
で
田
植
え
・
収
穫
、
お
も
ち
つ
き

／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
／
小

学
生
以
上
500
円
／
4
月
30
日
困
ま
で

に
申
し
込
み
を
※
参
加
者
全
員
の
必

要
事
項
と
希
望
会
場

（①
か
②
）
も

記
入

●
今
後
の
予
定
講
座

体
験
学
習
学
部
「
庭
木
の
手
入
れ
」

(
5
月
1
日
号
の
広
報
で
募
集
）
、

専
門
教
養
学
部

「
初
心
者
向
け
パ
ソ

コ
ン
講
座
」

(
6
月
1
日
号
の
広
報
で

募
集
）

し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。
保
育
資
格
・
経
験
の
有

無
は
問
い
ま
せ
ん
。

市
役
所
、
生
活
・
保
健
セ
ン
タ

ー
げ
／
原
則
と
し
て

2
歳
児
以
上
、

1
回
最
長
3
時
間
の
保
育
／
生
涯
学

習
課■ジ

ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
ス
タ

ッ
フジ

ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
で
は

小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
地
域
で
活

動
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
育
成
を
目
指

し
、
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
講
習
会
を
支
え
て
く
れ
る
ス

タ
ッ
フ
（
高
校
生
以
上
）
を
募
集
し

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は、

4
月
30

日
因
ま
で
に
生
涯
学
習
課
へ

。

■障
害
者
・
児
学
級
の
学
級
生

て
障
害
者
青
年
・
成
人
学
級

「
と
も
に
生
き
、
と
も
に
学
ぶ
」
を

合
言
葉
に
、
相
互
理
解
と
社
会
参
加

を
目
的
と
し
て
、
み
ん
な
で
協
力

し
、
企
画
・
運
営
し
て
い
ま
す
。

月
1
回
の
定
例
会
（
合
宿
・
運
動

会
・
学
習
会
こ
、
分
科
会
（
ワ
ー
プ

ロ
・
料
理
・
リ
ズ
ム
体
操
・
ア
ウ
ト

ド
ア
など
）
／
16
歳
以
上

て
障
害
児
少
年
学
級

市
内
在
住
の
障
害
の
あ
る
小
・
中

学
生
が
、
地
域
の
中
で
交
流
を
深
め

な
が
ら
、
心
身
の
健
全
な
発
達
を
促

進
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

月
1
回
の
定
例
会
（
合
宿
、
ク
リ

ス
マ
ス
会
、
バ
ス
ハ
イ
ク
己
、

リ
ト

ミ
ッ
ク
教
室
（
毎
月
第
2
土
曜
日
）
など

／
義
務
教
育
年
齢
で
障
害
の
あ
る
お

子
さ
ん
と
家
族
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
など

以
上
、
い
ず
れ
も
中
央
公
民
館

(
6
5
8
1
.
7
5
8
0
)

へ

■き
ま
ま
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
新
選

組
ゆ
か
り
の
地
を
歩
こ
う
）

5
月
11
日
⑲
午
前
8
時
30
分
に
宝

泉
寺
（
日
野
駅
徒
歩
2
分
）
集
合
※

雨
天
実
施
／
宝
泉
寺
↓
大
昌
寺
↓
日

野
館
↓
石
田
寺
↓
高
幡
不
動
尊
↓
ふ

る
さ
と
博
物
館
／
100
円
（
保
険
料
）

／
日
野
市
体
育
指
導
委
員
会
事
務
局

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

■児
童
水
泳
入
門
教
室
5
1
0
メ
ー
ト

ル
泳
げ
る
こ
と
を
目
標
に

①
グ
ル
ー
プ
・
・
・
5
月
1
4
日

8
6
月

11
日
の
毎
週
水
曜
日
②
グ
ル
ー
プ
…

5
月
15
日
S
6
月
12
日
の
毎
週
木
曜

日
③
グ
ル
ー
プ
・
・
・
5
月
16
日
S
6
月

1
3
日
の
毎
週
金
曜
日
（
い
ず
れ
も
全

5
回
）

／
午
後
4
時
45
分
ー
6
時
／

生
活
・
保
健
セ
ン
タ
ー
温
水
プ
ー
ル

／
市
内
在
住
の
泳
力
5
認
以
下
の
小

学
生
／
各
グ
ル
ー
プ

30
人
／
毎
回
100

円
※
初
回
の
み
500
円
（
プ
ー
ル
使
用

料
げ
）

／
4
月
25
日
細
（
必
着
）

ま

で
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
。
往
信
用
裏
面

に
教
室
名
（
希
望
グ
ル
ー
プ
が
あ
れ

ば
グ
ル
ー
プ
名
も
。
複
数
可
）
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
保
護
者

名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒

191|

8
6
8
6
日
野
市
教
育
委
員
会
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
ヘ

●
サ
ッ
カ
ー

4
級
審
判
資
格
取
得
講

習
会6

月
1
日
⑲
午
前
9
時
ー
午
後
4

時
／
午
前
…
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
、

午
後
・
・
・
陸
上
競
技
場
※
雨
天
の
場
合

は
七
小
体
育
館
／

6
千
円
（
登
録

料
げ
）
※
9
月
開
催
予
定
の
市
民
体

育
大
会
サ
ッ
カ
ー
競
技
に
参
加
予
定

チ
ー
ム
は
必
ず
参
加
を
／
4
月
2
1
日

⑲
8
5
月
20
日

g
に
実
施
要
項
（
市

役
所
5
階
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
、
陸
上

競
技
場
に
あ
り
）
を
参
照
し
、
日
野

市
サ
ッ
カ
ー
連
盟
（
上
島
6
0
9
0
.
8

4
9
7
.
2
5
5
7
)

へ
申
込

●
中
学
校
体
育
施
殷
開
放
5
月
利
用

分
抽
選
会

4
月
18
日
画
／
①
体
育
館
…
午
後

2
時
②
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
…
3
時
③
校

庭
：•
4

時
④
ナ
イ
タ
ー
・
・
・
6
時

／
市

役
所
5
階
505
会
議
室
／
学
校
体
育
施

設
開
放
利
用
団
体
登
録
証
を
持
参
の

方
対
象
※
中
学
生
以
下
は
不
可
／
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課

●
多
摩
乎
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
整
備
し

て
い
ま
す

コ
ー
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
導
入
し
、
毎

週
水
曜
日
の
午
前
7
時
ー
9
時
に
コ

ー
ト
整
備
を
行
っ
て
い

ま
す
。
な

お
、
5
月
以
降
は
、
週
ご
と
に
曜
日

を
ず
ら
し
行
う
予
定
で
す
（
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）
。

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

。
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日野山荘利用者の絵手紙を展示

宿泊された方に絵手紙用のハガキをお渡し

します。絵の具セットも山荘内に準備してあ

ります。滞在中、または、その後思い出とし

てお書きになったものを日野山荘にお出しく

ださい。山荘内に展示し、後日まとめて市役

所□ビーなどで展覧会を実施します。

あなたもぜひ思い出を描いてみませんか

市民交流バスツアー

[>春の日野山荘・大成荘バスツアー

=5月22日（木）～24日（土）※別掲記事、参照
[>ソーセージ手作り体験ツアー

=7月12日（土）～13日（日）

[>紅葉狩りツアー＝ 9月

[>りんこ狩りツアー＝lO月

※各ツアーとも事前に広報で募

集します。お楽しみに

◆

◆

 

••• 
日野山荘で講師をしてみませんか

日野山荘ならびに乗鞍高原を会場に、絵画

や写真、工芸、登山、自然科学などの講師を

していただける方を募集し

ます。宿泊は、山荘内プラ

イベートルームを用意しま

す。※交通費・食事代は、

自己負担です

市
内
イ
ベ
ン
ト
「
ひ
の
新
選
組
ま
つ

り

(
5
月
）
」
、
「
産
業
ま
つ
り

(11
月）」

の
会
場
で
、
日
野
山
荘
の

P
R
を
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
家
族
・
グ
ル
ー
プ
旅

行
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

信
州
特
産
物
販
売
・
宣
伝
も
行
い
ま
す
。

日野山荘を発表 4艮示の場に

〈ギャラリーとして〉

ロビー、廊下等壁面を展示スペースとして

開放します。 l力月単位。飾り付け、取り外

しが自分でできる方を対象とします。

〈ミニコンサート会場として〉

吹き抜けになっているロビーを楽器演奏や

合唱などの発表の場としてこ活用ください。

※日時等、詳細は相談を

-日
野
市
企
業
公
社

（
宿
泊
予
約
t
5
8
5
.
2
1
1

1
/
f
f
5
8
7
.
6
3
2
1
)
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野山荘の魅力をより多くの方に知ってい

ただくために、宿泊者を対象に、松本駅から

日野山荘までミニバスが出ます（今年度限定。

コールデンウィーク・夏休み期間を除く）。

[>配車＝ 9 人乗り••木曜・金曜日宿泊の方 7

人以上／25人乗り•月曜～金曜日に宿泊の団

体15人以上※宿泊予約の際に申し込みを。定

員になり次第終了となりますのでお早めに

[>費用＝1人600円

文
久
3
年

(
1
8
6
3
)
下
落
川
村

の
組
頭
武
左
衛
門
を
総
代
と
し
て
、
上

落
川
村
の
名
主
政
右
衛
門
・
組
頭
芳
太

郎
を
相
手
取
り
、
用
水
の
出
入
り
（
訴

訟
）
が
起
こ
っ
た
。
落
川
村
に
は
北
堀
・

南
堀
と
呼
ば
れ
る
用
水
が
流
れ
て
い
た

が
、
流
末
に
あ
た
る
下
落
川
村
が
新
規

の
取
水
口
を
設
け
る
交
渉
が
ま
と
ま
ら

ず
、
上
流
の
上
落
川
村
や
隣
村
の
百
草

村
を
訴
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
訴
え
ら

れ
た
上
落
川
村
は
、
村
内
で
協
議
の
結

果
、
組
頭
隼
太
の
力
量
を
頼
み
、
江
戸

の
評
定
所
に
出
向
い
て
も
ら
う
こ
と
に

な
っ
た
。

隼
太
の
家
は
上
落
川
村
の
組
頭
を
務

め
る
家
で
、
安
政
5
年

(
1
8
5
8
)

25
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
千
人
同
心

五
十
子
幸
太
郎
は
隼
太
の
息
子
で
あ

り、

幸
太
郎
の
遺
児
藤
四
郎
は
、
後
に

け
い
さ
い

敬
斎
を
名
乗
り
「
五
十
子
敬
斎
日
記
」

を
著
わ
し
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

五
十
子
家
は
江
戸
に
縁
者
も
住
ん
で
い

た
よ
う
で
、
隼
太
の
妻
も
度
々
江
戸
に

出
向
い
て
い
た
。

上
落
川
村
組
頭
隼
太
の

江
戸
滞
在
日
記

文
久
3
年
8
月
27
日
ー
1
0
月
14
日、

江
戸
に
滞
在
し
た
隼
太
に
は
、
こ
の
時

の
「
日
記
帳
」
が
残
っ
て
い
て
、
江
戸

で
の
隼
太
の
行
動
を
探
る
こ
と
が
で
き

て
興
味
深
い
。

8
月
27
日
、
返
答
書
を
携
え
て
落
川

村
を
出
発
し
た
隼
太
は
、

29
日
に
着
届

け
（
宿
所
に
着
い
た
こ
と
を
評
定
所
な

ど
に
届
け
出
る
）
を
出
し
、

9
月
2
日

の
差
日
（
呼
び
出
し
）
を
待
っ
。
評
定

所
は
内
済
（
双
方
の
話
合
い
で
解
決
す

る
こ
と
）
と
な
る
よ
う
指
導
さ
れ
、
6

日
に
そ
の
話
し
合
い
が
持
た
れ
た
。
そ

の
後
半
月
ほ
ど
沙
汰
が
な
く
、

21
日
・

22
日
の
両
日
呼
び
出
し
、
月
が
替
わ
っ

て
1
0
月
6
日
呼
び
出
し
、

11
日
に
よ
う

や
く
評
定
所
に
済
口
（
和
解
）
証
文
を

受
理
さ
れ
、
奉
行
所
か
ら
帰
村
し
て
よ

い
と
の
許
可
を
得
て
、

14
日
落
川
村
に

戻
っ
た
。

こ
の

47
日
間
の
江
戸
滞
在
中
、
評
定

所
か
ら
の
呼
び
出
し
は
わ
ず
か

7
日
ほ

ど
で
あ
っ
た
。
隼
太
は
差
日
と
差
日
の

合
間
を
ぬ
っ
て
水
天
宮
・
白
山
権
現
・

浅
草
観
音
・
金
毘
羅
山
な
ど
の
参
詣
や

芝
居
見
物
•
寄
席
に
も
足
を
運
ん
で
い

る
。
ま
た
、
髪
結
い
に

8
回
、
湯
屋
に

15
回
も
通
っ
て
い
る
の

は
、
江
戸
滞
在
や
評
定
所

へ
の
出
頭
を
意
識
し
て
の

こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
他
に

あ
ん
ま
に

5
回
、
洗
濯
ー

回
、
草
履
・
目
薬
・
眼
鏡

．
鼻
紙
な
ど
も
買
い
求
め

在
村
で
は
味
わ
え
な
い
都

市
の
生
活
を
味
わ
っ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。

今
回
の
用
水
出
入
り

は
、
ひ
と
ま
ず
内
済
と
な

っ
た
が
、
隼
太
は
こ
の
年

10月、

11
月
と
江
戸
に
赴

く
こ
と
と
な
り
、
す
べ
て

が
決
着
す
る
の
は
、
慶
応

元
年

(
1
8
6
5
)
を
待

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

こ。t
 

（
ふ
る
さ
と
博
物
館
）

麟
の
厖
史
と
民

oo
匝


